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はじめまして
私たち地域おこし協力隊です

18 歳。だから投票に行く
第 24 回参議院議員選挙です

補正予算の概要をご紹介します
保険証の更新時期です
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木 Thursday 金 Friday 土 Saturday

6/30 7/1
■期日前投票
8:30～20:00　市防災行政無線用
プレハブ（市役所裏駐車場）P8
■複合健診　保健センター P32

2
■期日前投票
8:30～20:00　市防災行政無線用
プレハブ（市役所裏駐車場）／
網津支所仮庁舎 / 網田支所 P8
■複合健診　保健センター P32

7
■期日前投票
8:30～20:00　市防災行政無線用
プレハブ（市役所裏駐車場）／
網津支所仮庁舎 / 網田支所 P8
■1歳6カ月児健診（H26.12生）
13:00 保健センター P32
■複合健診　保健センター P32
■年金相談　（無料・要予約）
10:00 ～ 15:00 保健センター P27

8
■期日前投票
8:30～20:00　市防災行政無線用
プレハブ（市役所裏駐車場）／
網津支所仮庁舎 / 網田支所 P8
■体験！幼稚園（花園）
10:00～11:00 花園幼稚園 P23
■複合健診　保健センター P32

9
■期日前投票
8:30～20:00　市防災行政無線用
プレハブ（市役所裏駐車場）／
網津支所仮庁舎 / 網田支所 P8
■複合健診　保健センター P32
■ ｢小西行長公｣ 講演会
14：00 ～ 16：00 市民会館 P22

14
■2歳児歯科健診（H26.6生）
9:00～ 保健センター P32

15 16

21
■人権相談（無料）
13:00～16:00 合同庁舎 P22
■年金相談（無料・要予約）
10:00～15:00 保健センター P27

22 23

28
■3歳児健診（H25.6生）
13:00 ～ 保健センター P32

29 30

8/4
■1歳6カ月児健診（H27.1生）
13:00 ～保健センター P32
■年金相談（無料・要予約）
10:00～15:00 保健センター P27

8/5 8/6
■宇土大太鼓フェスティバル
宇土シティモール駐車場 P25
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日 Sunday 月 Monday 火 Tuesday 水 Wednesday

6/26 6/27 6/28 6/29

3
■期日前投票
8:30～20:00　市防災行政無線用
プレハブ（市役所裏駐車場）／
網津支所仮庁舎 / 網田支所 P8
■複合健診　保健センター P32
【当番医】
松田内科循環器科クリニック
三拾町☎（23）6555（内 / 循）
高浜眼科医院
城之浦町☎（22）0108（眼）

4
■期日前投票
8:30～20:00　市防災行政無線用
プレハブ（市役所裏駐車場）／
網津支所仮庁舎 / 網田支所 P8
■複合健診　保健センター P32

5
■期日前投票
8:30～20:00　市防災行政無線用
プレハブ（市役所裏駐車場）／
網津支所仮庁舎 / 網田支所 P8
■複合健診　保健センター P32

6  資源ごみ収集日
■期日前投票
8:30～20:00　市防災行政無線用
プレハブ（市役所裏駐車場）／
網津支所仮庁舎 / 網田支所 P8
■複合健診　保健センター P32

10
■参議院議員通常選挙
7:00～19:00　各投票所 P8
【当番医】
七川医院
浦田町☎（22）0555（外 / 消）
幡手耳鼻咽喉科クリニック
南段原町☎（24）1187（耳／ア／小）

11
■体験！幼稚園（宇土）
10:00～11:00 　宇土幼稚園P23
■3カ月児健診（H28.3 生）
8:15 ～ 保健センター P32

12
■6カ月児健診（H27.12生）
13:00 ～ 保健センター P32

13

17
【当番医】
尾崎医院
本町 1 丁目☎（22）0241（内）
吉野整形外科
高柳町☎（22）6000（整）

18海の日
【当番医】
宇土中央クリニック
浦田町☎（22）1600（内）
上野小児科医院
城之浦町☎（22）0324（小）

19
■複合健診　保健センター P32

20
■幼児歯科教室 （H27.3 生 ）
9:00～ 保健センター P32

24
【当番医】
本多胃腸科内科医院
浦田町☎（22）3692（内／リウ／泌）
やまもと泌尿器科クリニック
南段原町☎（58）1411（泌／性）

25 26 27
■つどいの広場 子育て講座
10:30～11:30 市民体育館 P23

31
【当番医】
金森医院
本町 6 丁目☎（22）0017（内／胃）
むらかみ眼科クリニック
南段原町☎（22）6600（眼）

8/1 8/2 8/3

【当番医】（診療時間：午前9時～午後5時）＊当番医は変更になる場合があります。熊本県総合医療情報システム「くまもと医療ナビ」
のホームページまたは , 宇城広域連合消防署☎（22）0554 でご確認ください。
〈3〉◆2016/7◆広報うと



　
平
成
28
年
４
月
、
宇
土
市
に
「
地
域
お
こ

し
協
力
隊
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
は
、
人
口
減
少

や
高
齢
化
等
の
進
行
が
著
し
い
地
方
に
お
い

て
、
地
域
外
の
人
材
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
、

地
域
共
同
活
動
を
行
っ
て
も
ら
い
、
そ
の
定

住
・
定
着
を
図
る
こ
と
で
、
意
欲
あ
る
都
市

住
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
な
が
ら
、
地
域
力
の
維

持
・
強
化
を
図
っ
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し

た
取
組
み
で
す
。

　
最
近
で
は
T
V
な
ど
メ
デ
ィ
ア
で
取
り

上
げ
ら
れ
る
こ
と
も
多
く
、
都
市
に
住
む
若

者
た
ち
に
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
宇
土
市
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
活

動
す
る
の
は
20
～
30
代
の
男
女
３
名
で
す
。

　
こ
の
３
名
を
簡
単
に
紹
介
す
る
と
、
書
店

店
長
と
し
て
経
験
を
積
ん
だ
後
、
生
き
る
力

を
身
に
着
け
る
た
め
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
へ

旅
に
出
た
森
谷
さ
ん
。

　
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
働
い
た

後
、
寺
院
関
係
の
出
版
社
で
記
者
・
編
集
を

担
当
し
、
果
て
は
W
E
B
サ
イ
ト
の
運
営

を
し
て
い
た
田
添
さ
ん
。

　
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
の
専
門
学
校
を
卒
業
し
た

ば
か
り
の
松
山
さ
ん
な
ど
、
そ
の
職
歴
・
経

歴
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
の
中
心
は
網

田
地
区
。

　「
実
際
に
住
ま
な
い
と
地
域
の
事
は
分
か

ら
な
い
！
」

と
い
う
こ
と
で
、網
田
地
区
の
一
戸
建
て
（
空

き
家
バ
ン
ク
物
件
）
に
住
み
な
が
ら
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
４
月
か
ら
活
動
を
開
始
し
た
協
力
隊
で
す

が
、
今
回
の
地
震
を
受
け
て
、
各
避
難
所
で

の
対
応
な
ど
、
被
災
者
支
援
に
も
力
を
注
ぎ

ま
し
た
。

　
５
月
11
・
12
日
に
は
J
R
網
田
駅
に
あ

る
駅
カ
フ
ェ
「
網
田
レ
ト
ロ
館
」
協
力
の
も

と
、
復
興
支
援
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
と
銘
打
っ
た

出
張
カ
フ
ェ
を
営
業
す
る
な
ど
、
イ
ベ
ン
ト

の
企
画
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
彼
ら
が
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
経
験
や

知
識
を
活
か
し
て
、
ど
の
よ
う
に
網
田
地

区
＆
宇
土
市
を
盛
り
上
げ
て
い
く
の
か
要

注
目
で
す
。

宇
土
市
の
皆
さ
ん
は
じ
め
ま
し
て

　

私
た
ち
地
域
お
こ
し
協
力
隊
で
す

田添 拓人（33）森谷 崇（30）松山 夕莉（20）
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は
こ
れ
ま
で
、
い
か
に
情
報
を
伝

え
る
か
、
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
作
り
出
せ
る
か
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。具
体
的
に
は
、寺
院
な
ど
の
活
動・

取
組
み
を
紹
介
す
る
月
刊
誌
の
記
者
と

し
て
取
材
を
行
い
つ
つ
、「
お
寺
を
再
び

人
々
が
集
う
場
所
に
し
た
い
」
と
い
う

熱
意
を
持
た
れ
て
い
る
住
職
な
ど
に
協

力
し
な
が
ら
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
を
行
い
、

並
行
し
て
仏
壇
店
の
紹
介
サ
イ
ト
の
運

営
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
私
た
ち
は
こ
れ
か
ら
網
田
地
区
を
中

心
に
、
協
力
隊
と
し
て
活
動
し
て
い
き

ま
す
。
私
は
網
田
地
区
が
、
私
が
対
面

し
て
き
た
寺
院
と
同
じ
よ
う
な
状
況
に

あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
寺
院
に
は
仏

教
や
魅
力
あ
ふ
れ
る
住
職
な
ど
、
広
い

意
味
で
の
「
資
源
」
は
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
価
値
を
伝
え
き
れ
て
い
な
い
場
合

も
多
く
あ
り
ま
し
た
。
私
は
こ
れ
ま
で

の
経
験
を
通
し
て
、
網
田
地
区
と
宇
土

市
の
魅
力
を
よ
り
多
く
の
方
に
伝
え
、

発
展
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

奈
川
県
秦
野
市
か
ら
来
ま
し
た
森
谷

崇
で
す
。

　
前
職
は
、
某
「
遊
べ
る
本
屋
」
店
員
。

ヘ
ン
テ
コ
な
雑
貨
と
素
敵
な
音
楽
、
興
味

深
い
本
や
コ
ミ
ッ
ク
、
オ
モ
ロ
い
人
達
に

囲
ま
れ
７
年
ほ
ど
楽
し
く
働
く
。

　
そ
の
後
、
生
き
る
力
を
身
に
つ
け
る
べ

く
奥
さ
ん
と
一
緒
に
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
を
中
心
に
１
年
半
ほ
ど
貧
乏
旅
行
へ

出
る
。
言
葉
は
つ
た
な
く
て
も
他
の
国
に

も
友
だ
ち
が
で
き
、
こ
り
ゃ
あ
良
い
ぜ
！

と
な
る
。
衣
食
住
な
ど
暮
ら
し
の
あ
り

方
に
興
味
を
持
つ
。
音
楽
と
映
画
と
ビ
ー

ル
が
好
き
。
旅
先
で
感
じ
た
「
日
本
人
旅

行
者
の
僕
が
見
た
外
国
の
日
常
の
非
日

常
感
」、「
外
か
ら
見
た
時
に
グ
っ
と
く
る

日
本
の
良
さ
」
と
い
っ
た
〝第
三
者
の
旅

人
目
線
〟
を
持
っ
て
魅
力
を
発
信
し
て

い
き
た
い
で
す
。
　

　
協
力
隊
と
し
て
は
自
分
の
経
験
と
ア
イ

デ
ア
を
使
っ
て
、人
が
集
え
る
場
づ
く
り
、

今
あ
る
も
の
を
活
か
し
た
取
組
み
を
し
ま

す
。
こ
れ
ま
で
人
に
親
切
に
し
て
も
ら
っ

た
分
を
恩
返
し
で
は
な
く
、
宇
土
の
皆
さ

ん
に
〝恩
送
り
〟
を
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

め
ま
し
て
、
松
山
夕
莉
で
す
。
鹿

児
島
県
出
身
、
熊
本
市
で
育
ち
ま

し
た
。

　
専
門
学
校
で
は
ブ
ラ
イ
ダ
ル
に
つ
い

て
学
ん
で
き
ま
し
た
。

　
ド
レ
ス
、
フ
ラ
ワ
ー
、
テ
ー
ブ
ル
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
、
和
装
な
ど
幅
広
く
深
く
学

び
、
こ
れ
ら
の
こ
と
を
元
に
模
擬
結
婚
式

や
ド
レ
ス
シ
ョ
ー
な
ど
実
践
的
な
活
動

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
協
力
隊
を
知
っ
た
き
っ
か
け
は
、
テ
レ

ビ
で
他
の
地
域
の
隊
員
の
活
動
を
見
た

こ
と
で
し
た
。

　
地
域
活
性
化
の
た
め
に
活
動
す
る
姿

を
見
て
、
ブ
ラ
イ
ダ
ル
を
学
ん
で
き
た
わ

た
し
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
方
法
で
、
熊
本

を
も
っ
と
も
っ
と
盛
り
上
げ
て
い
き
た

い
と
思
い
、
協
力
隊
を
志
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
の
活
動
で
は
宇
土
市
で
の

日
々
の
発
信
や
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
を
行

い
、
県
内
外
、
そ
し
て
世
界
に
宇
土
市
の

魅
力
を
広
め
て
い
き
ま
す
。

　
宇
土
市
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
積
極
的
に

参
加
し
て
い
き
ま
す
の
で
見
か
け
た
と

き
は
、
ぜ
ひ
お
気
軽
に
お
声
か
け
く
だ
さ

い
！

■ 空き家バンク
空き家を有効活用しませんか？？
宇土市では空き家バンクの取組みを始めました。
空き家バンクとは空き家を登録してもらうことで , 貸したい人と借
りたい人を繋ぐシステムです。
空き家を貸したい ,有効活用したいという方はぜひご登録ください。

詳しいお問い合わせは
まちづくり推進課　市民活動支援係☎（22）1111まで。

これからこの３人が頑張ります

facebook/twitter/Instagram
やってます！ 

宇土市地域おこし協力隊 @uto_okoshi 検 索

私

神

初

…………………………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………………………………
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期日前投票と不在者投票

期日前投票とは、投票日に仕事や旅行などで投票できない場合、

選挙公示日（告示日）の翌日から投票日の前日まで、市町村の

役所などで投票できる制度です。不在者投票とは、不在者投票

の手続きをすることで、選挙期間中に名簿登録地以外に滞在し

ている人や病院などに入院している人が投票できる制度です。

面倒だよねえ

　県
内
の
投
票
率
は
年
々
下
が
っ

て
い
ま
す
。
前
回
の
衆
議
院
議
員

選
挙
の
投
票
率
は
約
50
％
、
特
に

20
代
の
投
票
率
が
３
割
を
切
る
状

況
で
し
た
。

　投
票
は
、自
分
の
意
見
や
願
い

を
代
弁
す
る
人
を
選
び
、
自
分
の

生
活
に
反
映
さ
せ
て
い
く
一
つ
の

方
法
で
す
。
意
思
表
示
を
し
な
い

と
、
自
分
が
願
う
社
会
に
な
り
ま

せ
ん
。　

若
い
人
た
ち
も
選
挙
に
行
っ
て

自
分
の
意
志
で
代
弁
者
を
選
ん
で

ほ
し
い
で
す
ね
。
投
票
は
政
治
参

加
へ
の
第
一
歩
。
そ
の
権
利
を
無

駄
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

私たちの
権利なんだね

若い人の投票率
は低いんだね

政
治
参
加
へ
の
第
一
歩

0
10
20
30
40
50
60
70
80

20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 代～

◆平成 26 年衆院選の年代別投票率
　（県内抽出調査による推計値）

熊本県選挙管理委員会

平
ひ ら は た

畑 雅
ま さ き

規 書記

若者と政治を結ぶ活動を行っているNPO法人ドットジェイピー
熊本支部に所属する大学生と共同で制作しました。

大
学
生
に
選
挙
に
つ
い
て
本
音
を
聞
き
ま
し
た

初めての選挙に行くばい！

　
主
権
者
意
識
の
向
上
と
投
票
参

加
を
呼
び
掛
け
る
た
め
、
高
校
で

選
挙
の
出
前
授
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。一
部
の
高
校
で
は
期
日
前
投
票

所
の
設
置
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
家
庭
な
ど
で
も
選
挙
を
話
題
に

し
て
若
い
人
た
ち
か
ら
関
心
を
高

め
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

20
代
の
低
い
投
票
率

投
票
で
自
分
の
願
う
社
会
へ

若
い
人
た
ち
か
ら
関
心
を
高
め
て

IN
T

E
R

V
IE

W

県
選
挙
管
理
委
員
会
に
聞
く

大
学
生
に
選
挙
に
つ
い
て
本
音
を
聞
き
ま
し
た

投票できるよ
うになります

。
18歳。だから

、
７月の参議

院議員選挙
から 18歳以

上の若者が
投票に行く

あなたの一票で新しい未来を  　     。

　一票くらいでは何も変わらないと
思うかもしれません。しかし、若い
世代が投票に行かないと、投票する
世代だけのための政策が重視されて
しまう可能性もあります。若い世代
が活躍できる未来のためにも、あな
たの声を政治に届けてみませんか。

あなたの一票が
新しい未来をつくる

僕
ら
の
世
代
っ
て
選
挙
に

関
心
な
い
人
多
い
よ
ね
？

自
分
の
一
票
で
ど
う
暮
ら

し
が
変
わ
る
の
か
、
実
感

が
持
て
な
い
ん
じ
ゃ
な
い

か
な
。

私
も
た
っ
た
一
票
で
は
何

も
変
わ
ら
な
い
と
思
っ
て

た
。
以
前
、
投
票
を
呼
び

掛
け
る
活
動
を
し
た
け
ど

若
い
人
の
反
応
は
良
く
な

か
っ
た
よ
。

な
ん
で
投
票
に
行
か
な
い

の
か
な
？

日
々
の
生
活
に
不
満
が

あ
っ
て
も
、ど
う
し
た
ら

い
い
の
か
ま
で
は
考
え
な

い
し
、税
金
の
使
い
道
ま

で
気
に
し
て
な
い
ん
じ
ゃ

な
い
か
な
。

投
票
日
の
前
に
投
票
で
き

る
期
日
前
投
票
も
あ
る
ん

だ
け
ど
ね
。

投票率
（％）

身近にきっかけ
があればなあ

熊本県市町村広報担当者による合同特集
若者と政治を結ぶ活動を行っているNPO法人ドットジェイピー
熊本支部に所属する大学生と共同で制作しました。

熊本県市町村広報担当者による合同特集 Kumamoto Prefecture Public Relations Associati
on 合 同

特 集

18 歳。だから、投票に行く

28.5%
37.4%

47.5%

62.1% 64.3% 59.7%

松ま
つ
な
が永 

和
い
づ
み 

さ
ん

期
日
前
投
票
に
行
く
同
級

生
は
、
ほ
と
ん
ど
い
な
い

よ
ね
。
期
日
前
投
票
を
知

ら
な
い
人
も
多
い
と
思

う
。
ど
う
し
た
ら
み
ん
な

投
票
に
行
く
ん
だ
ろ
う
？

身
近
な
と
こ
ろ
で
疑
問
を

感
じ
る
場
面
や
き
っ
か
け

が
あ
れ
ば
い
い
と
思
う

な
。

大
学
や
駅
、
ス
ー
パ
ー
な

ど
に
投
票
箱
が
あ
れ
ば
い

い
と
思
う
。
そ
れ
に
自
分

の
声
を
代
弁
し
て
く
れ
る

同
世
代
の
候
補
者
が
い
る

と
い
い
な
。

小お

の野 

奈な

な

み
々
実 

さ
ん

岩い
わ
も
と元 

誠せ
い
ご悟 

さ
ん

長な
が
の野 

大だ
い
さ
く作 

さ
ん

VOICE

NPO 法人ドットジェイピー
若年投票率の向上を目的に活動する NPO法
人。熊本を含む全国 21 支部のエリアで、大
学生スタッフを中心に議員インターンシップ
や投票率アップを図る活動を行っている。
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期日前投票と不在者投票

期日前投票とは、投票日に仕事や旅行などで投票できない場合、

選挙公示日（告示日）の翌日から投票日の前日まで、市町村の

役所などで投票できる制度です。不在者投票とは、不在者投票

の手続きをすることで、選挙期間中に名簿登録地以外に滞在し

ている人や病院などに入院している人が投票できる制度です。

面倒だよねえ

　県
内
の
投
票
率
は
年
々
下
が
っ

て
い
ま
す
。
前
回
の
衆
議
院
議
員

選
挙
の
投
票
率
は
約
50
％
、
特
に

20
代
の
投
票
率
が
３
割
を
切
る
状

況
で
し
た
。

　投
票
は
、自
分
の
意
見
や
願
い

を
代
弁
す
る
人
を
選
び
、
自
分
の

生
活
に
反
映
さ
せ
て
い
く
一
つ
の

方
法
で
す
。
意
思
表
示
を
し
な
い

と
、
自
分
が
願
う
社
会
に
な
り
ま

せ
ん
。　

若
い
人
た
ち
も
選
挙
に
行
っ
て

自
分
の
意
志
で
代
弁
者
を
選
ん
で

ほ
し
い
で
す
ね
。
投
票
は
政
治
参

加
へ
の
第
一
歩
。
そ
の
権
利
を
無

駄
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

私たちの
権利なんだね

若い人の投票率
は低いんだね

政
治
参
加
へ
の
第
一
歩

0
10
20
30
40
50
60
70
80

20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 代～

◆平成 26 年衆院選の年代別投票率
　（県内抽出調査による推計値）
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大
学
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に
つ
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本
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を
聞
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ま
し
た

初めての選挙に行くばい！

　
主
権
者
意
識
の
向
上
と
投
票
参

加
を
呼
び
掛
け
る
た
め
、
高
校
で

選
挙
の
出
前
授
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。一
部
の
高
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で
は
期
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前
投
票

所
の
設
置
も
予
定
さ
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い
ま
す
。

　
家
庭
な
ど
で
も
選
挙
を
話
題
に
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て
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人
た
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関
心
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高
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ほ
し
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で
す
ね
。

20
代
の
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た
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ま
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投票できるよ
うになります
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18歳。だから

、
７月の参議

院議員選挙
から 18歳以

上の若者が
投票に行く

あなたの一票で新しい未来を  　     。

　一票くらいでは何も変わらないと
思うかもしれません。しかし、若い
世代が投票に行かないと、投票する
世代だけのための政策が重視されて
しまう可能性もあります。若い世代
が活躍できる未来のためにも、あな
たの声を政治に届けてみませんか。
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新しい未来をつくる
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の
世
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っ
て
選
挙
に

関
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な
い
人
多
い
よ
ね
？

自
分
の
一
票
で
ど
う
暮
ら
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が
変
わ
る
の
か
、
実
感

が
持
て
な
い
ん
じ
ゃ
な
い

か
な
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私
も
た
っ
た
一
票
で
は
何

も
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わ
ら
な
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と
思
っ
て

た
。
以
前
、
投
票
を
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び

掛
け
る
活
動
を
し
た
け
ど

若
い
人
の
反
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は
良
く
な

か
っ
た
よ
。

な
ん
で
投
票
に
行
か
な
い

の
か
な
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日
々
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に
不
満
が

あ
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も
、ど
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し
た
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は
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道
ま

で
気
に
し
て
な
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投
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前
に
投
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で
き

る
期
日
前
投
票
も
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ん

だ
け
ど
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。
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（％）

身近にきっかけ
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熊本県市町村広報担当者による合同特集
若者と政治を結ぶ活動を行っているNPO法人ドットジェイピー
熊本支部に所属する大学生と共同で制作しました。

熊本県市町村広報担当者による合同特集 Kumamoto Prefecture Public Relations Associati
on 合 同

特 集
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に
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。
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な
い
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も
多
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と
思
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。
ど
う
し
た
ら
み
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な

投
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に
行
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だ
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う
？

身
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な
と
こ
ろ
で
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問
を

感
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る
場
面
や
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け

が
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れ
ば
い
い
と
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な
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大
学
や
駅
、
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に
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が
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と
思
う
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れ
に
自
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の
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を
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の
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NPO 法人ドットジェイピー
若年投票率の向上を目的に活動する NPO法
人。熊本を含む全国 21 支部のエリアで、大
学生スタッフを中心に議員インターンシップ
や投票率アップを図る活動を行っている。
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地
震
の
影
響
に
よ
り
変
更
に
な
っ
た

投
票
所
が
あ
り
ま
す
。

　
第
２
投
票
区
の
市
役
所
別
館
は
、
市

防
災
行
政
無
線
用
プ
レ
ハ
ブ
（
市
役
所

裏
駐
車
場
）
に
変
更
で
す
。

　
第
４
投
票
区
の
花
園
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

セ
ン
タ
ー
は
、
花
園
幼
稚
園
ホ
ー
ル
に
変

更
で
す
。

参
議
院
議
員

　
　 

選
挙
で
す
。

　
参
議
院
議
員
選
挙
が
執
行
さ
れ
ま

す
。
棄
権
せ
ず
に
自
ら
の
意
志
で
貴
重

な
一
票
を
投
じ
ま
し
ょ
う
。

　
宇
土
市
で
投
票
が
で
き
る
方
は
、
平

成
10
年
７
月
11
日
以
前
に
生
ま
れ
た
日

本
国
民
で
、
平
成
28
年
３
月
21
日
以
前

か
ら
本
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ

れ
て
い
る
方
で
す
。

　
宇
土
市
で
投
票
が
で
き
な
い
方
は
、

平
成
28
年
３
月
22
日
以
降
に
転
入
届
出

を
し
た
方
ま
た
は
、
公
民
権
停
止
の
方

で
す
。

　仕事やレジャー等で投票日に投票できない方は, 期日前投
票をすることができます。

市防災行政無線用プレハブ（市役所裏駐車場）

6 月 23 日（木）〜 7 月 9 日（土）
午前 8 時 30 分〜午後 8 時

網田支所 , 網津支所仮庁舎（網津地区多目的研修会施設横）

7 月 2 日（土）〜 7 月 9 日（土）
午前 8 時 30 分〜午後 8 時

投
票
の
ご
案
内
で
す
。

投
票
所
が
変
わ
り
ま
す
。

期日前投票

第24回
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投　票　日

投 票 時 間

　
出
張
な
ど
で
投
票
日
ま
で
他
の
市
区

町
村
に
滞
在
す
る
場
合
は
、
他
の
市
区

町
村
選
挙
管
理
委
員
会
で
不
在
者
投
票

が
で
き
ま
す
。

　
不
在
者
投
票
が
で
き
る
施
設
と
し
て

指
定
を
受
け
た
病
院
、
老
人
ホ
ー
ム
等

に
入
院
（
入
所
）
中
の
方
は
、
そ
の
施

設
で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

　
身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者
手
帳

を
お
持
ち
の
方
で
一
定
の
要
件
に
該
当

さ
れ
る
方
や
介
護
保
険
被
保
険
者
証
の

要
介
護
状
態
区
分
が
「
要
介
護
５
」
の

方
は
、
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
が

で
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

告 示 日　６月 22 日（水）
開 票 日　７月 10 日（日）午後８時から
開票場所　宇土シティホール
　　　　　（ホームセンターダイキ跡地）
投票所入場券　入場券を紛失したり ,  郵送で届いて

ない場合でも ,  資格があれば投票できます。
※宇土市明るい選挙広報「白ばら」を嘱託員を通し

て,  配布しています。
※投票日の２日前までに ,  嘱託員を通して , 「選挙

公報」を各世帯へ配布します。
※「白ばら」と「選挙公報」は市民体育館にも備え

てあります。

　
第
10
投
票
区
の
網
津
小
学
校
体
育
館

は
、
網
津
支
所
仮
庁
舎
（
網
津
地
区
多

目
的
研
修
会
施
設
横
）
に
変
更
で
す
。

　
第
12
投
票
区
の
走
潟
地
区
体
育
館

は
、
走
潟
小
学
校
な
か
よ
し
広
場
に
変

更
で
す
。

　
第
21
投
票
区
の
宇
土
市
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
は
、
あ
り
あ
け
保
育
園
に
変
更

で
す
。

未来をつくる
あなたの一票大切に

そ の 他

7月10日（日）

午前 7 時から午後 7 時まで
第 17 投票所　（古場田公民館）は午後 6時まで

… 選挙管理委員会☎（22）1708

〈9〉◆ 2016/7 ◆広報うと



　
補
正
予
算
と
は
、
1
年
度
間
の
予

算
（
当
初
予
算
と
い
い
ま
す
）
の
成

立
後
に
発
生
し
た
事
由
に
よ
っ
て
、

予
算
ど
お
り
の
執
行
が
困
難
に
な
っ

た
時
に
、
予
算
の
内
容
を
変
更
す
る

た
め
に
組
ま
れ
る
予
算
で
す
。

　
今
回
は
、
4
月
14
日
・
16
日
に
発

災害復旧経費　総額51億 7,027万2千円

　被災した家屋等の被害の程度を証明する「り災証
明」の発行にかかる経費です。現地確認作業 1,288
万 8 千円 , 証明書等郵送費 120 万 3 千円など
《予算の財源》
　市の負担額 1,455 万 7 千円

り災証明発行業務〔1,455万 7千円〕２

　災害によって発生したゴミの処分等にかかる経費
です。処分費 5 億 8,873 万円 , 家屋解体等委託費 7
億 3,440 万円など
《予算の財源》
　国の負担額 11 億 5,121 万円
　市の負担額 11 億 5,692 万 1 千円

災害廃棄物処理等〔23億813万1千円〕３

　被害を受けた住宅を応急的に補修するための経費
です。応急修理委託 1 億 7,280 万円
《予算の財源》
　県の負担額 1 億 7,280 万円

応急修理等〔1億 7,280万円〕４

　市内 16 箇所に設置した避難所等の運営にかかる
経費です。光熱水費等 4,667 万 4 千円 , 警備委託
5,040 万円 , 炊き出し等 4,004 万 2 千円など
《予算の財源》
　県の負担額 1 億 7,244 万 9 千円
　市の負担額 693 万 3 千円

避難所・仮設住宅等〔1億 7,938万 2千円〕１

生
し
た
熊
本
地
震
に
よ
る
被
害
の
復

旧
に
要
す
る
補
正
予
算
を
計
上
し
て

い
ま
す
。
な
お
、
今
回
の
補
正
予
算

で
は
緊
急
を
要
す
る
経
費
の
み
計
上

し
て
お
り
、
今
後
、
復
旧
・
復
興
に

向
け
て
更
な
る
予
算
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

　
平
成
28
年
度
の
当
初
予
算
は

１
４
９
億
9,
0
0
0
万
円
で
す
の

で
、
今
回
の
震
災
に
多
く
の
経
費
が

必
要
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。

補
正
予
算
の
概
要

5被災した市役所本庁舎 3宇土清掃センター

補
正
予
算
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。
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　市役所本庁舎や網津支所の仮設・解体にかかる経
費です。仮設庁舎リース 1 億 836 万円 , 庁舎解体費
4 億 5,154 万 8 千円 , 網津支所仮庁舎リース 219 万
1 千円 , 網津支所解体費 451 万 2 千円 , 防災無線プ
レハブリース 2,609 万 3 千円など
《予算の財源》
　市の負担額 6 億 7,208 万 7 千円

仮設庁舎・庁舎解体等〔6億 7,208万 7千円〕５

　市内の道路の沈下や路面亀裂 , 護岸 , 橋の補修にか
かる経費です。道路：4 億 3,901 万 7 千円（宇土駅
自由通路線 1,480 万円 , 入地ニュータウン 10 号線
1,120 万円）, 河川：2 億 607 万 5 千円（飯塚川 8,500
万円 , 船場川 1,150 万円など）, 橋梁：1 億 8,635 万
円（中央線陸橋 9,600 万円 , 船場橋 8,000 万円など）
《予算の財源》
　国の負担額 3 億 3,049 万 8 千円
　市の負担額 5 億 94 万 4 千円

道路・河川・橋梁〔8億 3,144万 2千円〕９

　各小中学校や幼稚園 , 給食センター等の補修にか
かる経費です。花園小学校屋外消化配管改修 375 万
円 , 住吉中学校屋上防水等改修 253 万 9 千円など
《予算の財源》
　国・県の負担額 2,038 万 6 千円
　市の負担額 2,799 万 1 千円

教育関連施設〔4,837万 7千円〕10

　各地区体育館やグランド , 市民プール , テニスコー
ト等の補修にかかる経費です。市民体育館修繕 1,161
万円 , 市民プール 275 万円など
《予算の財源》
　国の負担額 1,248 万 5 千円
　市の負担額 1,206 万 7 千円

スポーツ施設〔2,455万 2千円〕11

　漏水対応や給水活動にかかる経費です。給水活動
539 万円 , 排水管等管路補修 1 億 895 万円など
《予算の財源》
　県の負担額 539 万円
　市の負担額 1 億 1,578 万 9 千円

水道施設〔1億 2,117万 9千円〕12

　公園や宇土駅 , 公民館や文化施設等の補修にかか
る経費です。花園台地盤調査経費 1,550 万円 , 宇土
駅高架下補修 1800 万円 , 轟水源自然公園石垣 900
万円 , 市民会館大ホール等改修 1,173 万 3 千円など
《予算の財源》
　国の負担額 4,785 万 2 千円
　市の負担額 4 億 5,656 万 7 千円

その他〔5億 441万 9千円〕13

　老人センターやあじさいの湯 , 学童クラブなどの
補修にかかる経費です。老人福祉センター建替設計
2,688 万 8 千円 , 西部老人福祉センター改修 713 万
9 千円など
《予算の財源》
　国・県の負担額 710 万 8 千円
　市の負担額 3,954 万 7 千円

福祉施設〔4,665万 5千円〕６

　農道や排水機場 , 水路 , ため池 , 漁港等の補修にか
かる経費です。長浜漁港防波堤補修 2,000 万円など
《予算の財源》
　国の負担額 2,050 万 7 千円
　市の負担額 2,977 万 8 千円

農業・水産業施設〔5,028万 5千円〕７

　市営住宅の補修等にかかる経費です。入地団地 1
号棟応急サポート 3,300 万円 , 補強設計 1,253 万 9
千円
《予算の財源》
　国の負担額 6,650 万 4 千円
　市の負担額 1 億 279 万円　

市営住宅〔1億 6,933万円〕８

9中央線陸橋の損傷した橋脚

…財政課　財政係　☎（22）1111（内線 215）
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現
在
お
持
ち
の
国
民
健
康
保
険
限

度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証
の
有
効
期
限
は
、
7　月
31　
日
で

す
。
更
新
は
8　
月
1　
日
か
ら
保
険
課

お
よ
び
網
田
支
所
で
受
け
付
け
ま
す
。

（
手
続
き
に
は
被
保
険
者
証
と
世
帯
主

の
印
鑑
が
必
要
で
す
）

　
な
お
、
認
定
証
は
申
請
さ
れ
た
月

か
ら
適
用
し
ま
す
の
で
、
現
在
入
院

中
の
方
お
よ
び
8
月
中
に
入
院
予
定

の
方
は
、
忘
れ
ず
に
8
月
中
に
更
新

し
て
く
だ
さ
い
。（
9
月
以
降
に
申
請

さ
れ
た
場
合
、
8
月
に
さ
か
の
ぼ
っ

て
適
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
）

　
現
在
お
持
ち
の
保
険
証
の
有
効
期

限
は
、
7
月
31
日
で
す
。

　
8
月
1
日
か
ら
は
、
新
し
い
保
険

証
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
新
し
い
保
険
証
は
、
7
月
中
に
簡

易
書
留
で
各
世
帯
に
郵
送
し
ま
す
。

　
保
険
証
が
届
い
た
ら
、
住
所
・
氏

名
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、

現
在
お
持
ち
の
保
険
証
は
、
8
月
1

日
以
降
に
保
険
課
、
ま
た
は
網
田
支

所
へ
返
却
さ
れ
る
か
、
各
自
で
処
分

し
て
く
だ
さ
い
。

新
し
い
保
険
証
を

郵
送
し
ま
す

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証
の
更
新
は
8
月
か
ら

国
民
健
康
保
険
証
の

更
新
時
期
で
す

７月27日（水）まで
　保険証は , 日本郵便㈱が保管しています。再配達ま
たは郵便局窓口で受け取ることができますので，投函
されたお知らせに記載の連絡先
熊本北郵便局コールセンター
☎096（233）4420に連絡してください。
　問い合わせが集中したときは，繋がりにくい場合も
ありますのでご了承ください。また，繋がりにくい場
合は熊本北郵便局（代表）☎096（233）5511
でも受付が可能です。
①再配達の場合
　再配達可能時間：午後９時まで（土日可）
②郵便局窓口で受取りの場合
　郵便局受取り時間：午前９時～午後７時（土日可）
　（網田郵便局は午後５時まで，土日不可）
※宇土郵便局受取り窓口は , 裏の駐車場側にあります。

網田地区は三角郵便局管轄のため，宇土郵便局での受

◆郵送時に保険証を受け取れなかった場合は？◆
「郵便物等お預かりのお知らせ」が投函されます。

期間によって受取方法（場所）が変わりますのでご注意ください。

取りはできませんので，網田郵便局をご利用ください。
※事前に連絡がない場合は，すぐに受け取ることがで

きませんのでご注意ください。
※網田郵便局で受取りの場合は，受取り希望日の前日

までに連絡してください。（この場合，希望日の 11
時以降に受取りが可能になります。）

※郵便局窓口での受取りには，「郵便物等お預かりのお
知らせ」と身分証明書が必要です。

７月28日（木）
　事務整理のため，再配達・窓口受取りともにできません。

７月29日（金）以降
　保険課（網田地区は網田支所）で午前９時以降に受
取りとなります。旧保険証と印鑑，運転免許証等の身
分証明書をご持参ください。
※網田支所は，７月 29 日（金）のみ午後１時以降の受

取りとなります。
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現
在
お
持
ち
の
保
険
証
（
黄
色
）

の
有
効
期
限
は
、
7
月
31
日
で
す
。

　
8
月
1
日
か
ら
は
、
新
し
い
保
険

証
（
橙
だ
い
だ
い
い
ろ
色
）
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
新
し
い
保
険
証
（
橙
色
）
は
、
7

月
中
に
簡
易
書
留
で
各
世
帯
に
郵
送

し
ま
す
。

　
郵
送
時
に
保
保
険
証
を
受
け
取
れ

な
か
っ
た
場
合
は
、
右
ペ
ー
ジ
の
下

段
を
確
認
し
て
お
受
取
り
く
だ
さ
い
。

　
保
険
証
が
届
い
た
ら
、
住
所
・
氏

名
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、

現
在
お
持
ち
の
保
険
証
（
黄
色
）
は
、

8
月
1
日
以
降
に
保
険
課
、
ま
た
は
網

田
支
所
へ
返
却
さ
れ
る
か
、
各
自
で
処

分
し
て
く
だ
さ
い
。

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険

者
証
の
更
新
時
期
で
す

　
新
し
い
保
険
証
（
橙
色
）
に
記
載

し
て
あ
る
一
部
負
担
金
の
割
合
は
、

平
成
28
年
度
の
住
民
税
の
課
税
所
得

を
も
と
に
判
定
し
て
い
ま
す
。

①
3
割
負
担

　
住
民
税
課
税
所
得
が
１
４
５
万
円

以
上
あ
る
被
保
険
者
や
そ
の
方
と
同

じ
世
帯
に
い
る
被
保
険
者

②
1
割
負
担

　
①
の
3
割
負
担
に
該
当
し
な
い
世
帯

の
被
保
険
者

　
保
険
証
の
裏
面
に
臓
器
提
供
意
思

表
示
が
で
き
ま
す
。
臓
器
提
供
の
意

思
表
示
を
す
る
と
き
は
、
ボ
ー
ル
ペ

ン
で
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
個
人
情

報
保
護
の
た
め
の
シ
ー
ル
を
用
意
し

て
い
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
保
険
課

へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

現
在
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証
」
を
お
持
ち
の
方

　
現
在
お
持
ち
の
認
定
証
（
黄
色
）

の
有
効
期
限
は
、
7
月
31
日
で
す
。

　
引
き
続
き
、
該
当
す
る
方
に
は
、

7
月
中
に
新
し
い
認
定
証
（
橙
色
）

を
保
険
証
と
一
緒
に
郵
送
し
ま
す

　
8
月
1
日
か
ら
は
、
新
し
い
認
定

証
（
橙
色
）
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

新
し
く
申
請
が
必
要
な
方

　
所
得
区
分
Ⅰ
・
Ⅱ
の
方
で
、「
認
定

証
」
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
、
外
来
・

入
院
で
受
診
す
る
と
き
に
、
こ
の
認

定
証
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
保

険
課
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】

・
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

・
印
か
ん

新
し
い
保
険
証
を

郵
送
し
ま
す

…保健課　国民年金係　☎（22）1111（内線 424）

入院・外来時の自己負担限度額・入院時の食事代
所得区分 外来（個人単位） 外来＋入院（世帯単位） 入院時の食事代（1 食あたり）

現役並み所得者 44,400 円
80,100 円※ 1

医療費が 267,000 円を超えた場合は ,
（医療費－ 267,000 円）× 1％を加算

360 円
指定難病の方などは, 260 円の場合もあり
ます

一般 12,000 円 44,400 円

区分Ⅱ※ 2 8,000 円 24,600 円

210 円（過去 12 カ月で 90 日以内の入院）

160 円※ 4

（過去 12 カ月で 90 日を超える入院）

区分Ⅰ※ 3 8,000 円 15,000 円 100 円

（※ 1）過去 12 カ月以内に外来＋入院の限度額を超えた支給が 4 回以上あった場合 , 4 回目以降は 44,400 円となります。
（※ 2） 区分Ⅱとは , 世帯の全員が住民税非課税の方 ( 区分Ⅰ以外の方 )。
（※ 3）区分Ⅰとは , 世帯の全員が住民税非課税で , その世帯の各所得が必要経費・控除｛（年金の所得は控除額を 80 万円として計算 ) を差し引いたときに 0 円となる方｝
（※ 4）区分Ⅱの認定を受けてから過去 12 カ月以内の入院日数が 90 日を超えた場合は , 長期入院の申請により食事代が 160 円になります。（適用には必ず申請が必要です）

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担

額
減
額
認
定
証
の
更
新
を

お
願
い
し
ま
す
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区分 職種 採用予定数 資格要件

高卒
程度

一般事務 2 名程度

平成 7 年 4 月 2 日から平成 11 年 4 月 1 日までに生まれた方
ただし，次に掲げる方を除きます
ア）大学を卒業した方または平成 29 年 3 月末までに大学を卒業する

見込みの方
イ）宇土市長がアに掲げる方と同等の資格があると認める方

土　　木 1 名程度 昭和 62 年 4 月 2 日から平成 11 年 4 月 1 日までに生まれた方

資格
免許職

保 健 師 1 名程度 昭和 62 年 4 月 2 日以降に生まれた方で，保健師の資格を有する方ま
たは平成 29 年 3 月末日までに取得見込みの方

幼稚園教諭 1 名程度
昭和 62 年 4 月 2 日から平成 9 年 4 月 1 日までに生まれた方で，幼
稚園教諭免許状を有する方または平成 29 年 3 月末日までに取得見込
みの方

大卒
程度 行　　政 4 名程度

昭和 62 年 4 月 2 日から平成 7 年 4 月 1 日までに生まれた方
平成 7 年 4 月 2 日以降に生まれた方で，学校教育法による大学（短期
大学を除く）を卒業または平成 29 年 3 月末までに卒業見込みの方（宇
土市長が同等と認める方を含む）

職務
経験者 土　　木 1 名程度

昭和 52 年 4 月 2 日以降に生まれた方で , 次のすべてに該当する方
ア）1 級土木施工管理または２級土木施工管理の資格を有する方
イ）民間企業等における職務経験を直近 5 年のうち 3 年以上有する方

宇土市役所
新規採用職員募集

職務経験者（社会人）も募集します！

■受付期間　７月 25 日（月）～８月 12 日（金）　
　　　　　　※土 , 日 , 祝日を除く。当日消印有効
■第１次試験日　９月 18 日（日）
■申込み・問い合わせ先
総務課 人事係　☎（22）1111（内線 207・208）

soumu02@city.uto.lg.jp

資格要件の詳細は，ホームページか「試験案内書」

（市役所総務課・教育委員会事務局，網田支所，網

津支所で配布）でご確認ください。
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職 員 募 集

　上天草・宇城水道企業団は , 地方公共団体（宇土市・
宇城市・上天草市・天草市）によって組織された一部
事務組合（地方自治法第 284 条）で , 水道用水供給
事業に関する事務を共同処理しています。

■第１次試験日　9月 18日（日）
■職種・採用予定人員及び資格要件等

区　　　分 職務経験者
職　　　種 電気
採用予定数 1 人程度
勤　務　先 企業団事務局

年齢及び資格要件

昭和 41 年 4 月 2 日以降に生まれた
方で , 技術士 , 技術士補 , 電気工事
士 , 電気主任技術者または電気工事
施工管技士の資格を有し , 民間企業
等においてその資格に関する職務経
験を直近 10 年中 5 年以上または直
近 5 年中 3 年以上有する方

※資格要件等の詳細については , 下記問い合わせ先ま
でご連絡いただくか , またはホームページをご覧く
ださい。
■受付期間および受付時間
　7月25日（月）～8月12日（金）※土 , 日 , 祝日を除く
　午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分　※当日消印有効
■申込み・問い合わせ先
　上天草・宇城水道企業団 総務係　☎（22）6733
　〒 869-0445 宇土市浦田町 97 番地 
　 http://kamiama-ukisuido.jp/

■第１次試験日　9月 18日（日）
■職種・採用予定人員及び資格要件等
区　　　分 高卒程度
職　　　種 消防／救急救命士
採用予定数 消防 4 人程度　救急救命士 1 人程度

年齢及び資格要件

【消防】
平成 1 年 4 月 2 日～平成 11 年 4 月 1日
に生まれた方

【救急救命士】
昭和 62 年 4 月 2 日以降に生まれた
方で , 救急救命士の資格を有する方

■受付期間および受付時間
　7 月 25 日（月）～ 8 月 12 日（金）※土, 日, 祝日を除く
　午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分　※当日消印有効
■申込み・問い合わせ先
　宇城広域連合消防本部　総務課　☎（22）6220
　 http://ukisyobo.or.jp/

　これからの熊本を背負い , 県民の安全・安心を担う
人材を募集しています。受験案内・受験申込書は , 県
内各警察署 , 各交番・駐在所等で配布しています。

■受付期間
　8 月 8 日（月）～ 26 日（金）
　※インターネットによる受付は 8 月 23 日（火）まで
【警察官 B（男性・女性）】

1次試験
試験日 10 月 16 日（日）
試験内容 教養・作文
合格発表 10 月下旬

2次試験

試験日（適性体力） 11 月 12 日（土）, 13 日（日）
面接 11 月 19 日（土）～ 23 日

（水）
合格発表 12 月上旬

受験資格
18 歳～ 27 歳の方（平成 1 年 4 月 2 日～平成
11 年 4 月 1 日生）ただし , 学校教育法による大
学（短期大学を除く）を卒業または平成 29 年 3
月末までに卒業見込みの方は受験できません。

【警察事務】

1次試験
試験日 9 月 25 日（日）
試験内容 教養・適性
合格発表 10 月上旬

2次試験
試験日（適性作文） 10 月 22 日（土）
面接 10 月 29 日（土）, 30 日（日）
合格発表 11 月上旬

受験資格
18 歳～ 21 歳の方（平成 7 年 4 月 2 日～平成
11 年 4 月 1 日生）ただし , 学校教育法による大
学（短期大学を除く）を卒業または平成 29 年 3
月末までに卒業見込みの方は受験できません。

■問い合わせ先
　宇城警察署　☎（33）0110
　警察本部　採用係　☎ 096（381）0110（内線 2643）

募集項目 資　格 受付期間

航空学生 高卒（見込み含む）
21 歳未満の方 8 月 1 日（月）～

9 月 8 日（木）
一般曹候補生 18 歳以上

27 歳未満の方

自衛官候補生 18 歳以上
27 歳未満の方

【男子】随時募集
【女子】
8 月 1 日（月）～
9 月 8 日（木）

■問い合わせ先
　宇城募集案内所　☎（23）2047

平成29年度　上天草・宇城水道企業団 平成29年度　警察職員

平成29年度　宇城広域連合消防本部

各種自衛官募集
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急
い
で
契
約
せ
ず
、

確
認
し
ま
し
ょ
う
！

　
地
震
発
生
後
、
県
の
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。
不
安
な
気
持
ち
に
な
り
、

急
い
で
相
手
に
連
絡
し
た
り
、
契
約
を
し

た
く
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
慌
て
ず
、
内

容
を
確
認
し
、
見
積
書
を
複
数
か
ら
取
る

な
ど
、
慎
重
に
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

　
不
明
な
点
が
あ
れ
ば
、
県
や
市
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

今
回
の
地
震
で
、

実
際
に
あ
っ
た
ケ
ー
ス

①
高
額
な
屋
根
修
理
契
約

　
地
震
で
屋
根
の
修
理
が
必
要
に
な
り
、

応
急
処
置
の
後
、修
理
の
見
積
書
を
取
っ

た
と
こ
ろ
高
額
な
う
え
に
、
修
理
費
用

と
別
に
応
急
処
置
の
費
用
も
請
求
さ
れ

て
い
た
。
別
業
者
か
ら
同
じ
よ
う
な
修

理
の
見
積
を
取
っ
た
知
人
に
聞
い
た
と

こ
ろ
、
応
急
処
置
は
無
料
で
、
私
の

見
積
金
額
よ
り
も
か
な
り
安
か
っ
た
と

言
っ
て
い
る
。
こ
の
金
額
は
妥
当
な
の

だ
ろ
う
か
。

②
自
動
音
声
の
不
審
な
電
話

　
自
宅
に
建
築
士
の
団
体
を
名
乗
り
、

自
動
音
声
で
「
無
料
で
見
積
も
り
ま
す
」

や
「
優
良
企
業
を
紹
介
し
ま
す
」、「
壁

の
修
繕
は
1
を
、
屋
根
の
修
繕
は
2
を

押
し
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
電
話
が
か

か
っ
て
き
た
。
最
後
ま
で
電
話
を
聞
い

て
い
た
が
、「
後
で
電
話
し
ま
す
」
と
言

い
、
電
話
が
切
れ
た
。
一
人
暮
ら
し
で

あ
り
、
突
然
自
宅
に
来
た
り
し
な
い
か

不
安
で
あ
る
。

③
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
の
架
空
請
求

　（
地
震
発
生
後
、相
談
が
増
え
て
い
ま
す
。）

　
い
ろ
い
ろ
な
動
画
サ
イ
ト
を
見
て
い

た
と
こ
ろ
、
突
然
「
登
録
が
完
了
し
ま

し
た
。
15
万
円
」
と
い
う
表
示
に
な
り
、

訂
正
す
る
こ
と
も
戻
る
こ
と
も
で
き
な

く
な
っ
た
。「
間
違
っ
て
登
録
し
た
人
は

こ
ち
ら
へ
」
と
案
内
が
あ
っ
た
の
で
、

そ
の
電
話
番
号
に
か
け
た
と
こ
ろ
、「
支

払
わ
な
か
っ
た
ら
裁
判
す
る
」
と
脅
さ

れ
て
、
怖
く
な
り
電
話
を
切
っ
た
。
裁

判
を
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
不
安
で

あ
る
。

　
消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

○
修
理
な
ど
を
契
約
す
る
場
合
は
、
複

数
か
ら
見
積
書
を
取
る
な
ど
し
て
、

工
事
内
容
を
確
認
、
比
較
し
、
納
得

し
た
う
え
で
契
約
し
ま
し
ょ
う
。

○
「
次
へ
」
ボ
タ
ン
を
ワ
ン
ク
リ
ッ

ク
し
て
「
登
録
さ
れ
た
」
場
合
、
契

約
は
成
立
し
て
い
ま
せ
ん
。
慌
て
て

相
手
先
に
電
話
を
せ
ず
、
不
安
な
時

は
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。

 消費者
トラブル注意報

◎さまざまな機関が , 消費者の皆さんをサポートします。
　お困りのことがありましたら , 遠慮なく下記の相談窓口にご相談をください。

相 談 窓 口（無料） 電話番号 受付時間 
宇土市消費生活センター 

（宇土市民体育館内） 0964（23）3251 月曜日から金曜日（木 , 祝日を除く） 午前 10 時～午後 4 時

県消費生活センター 096（383）0999 月曜日から金曜日（祝日を除く） 午前 9 時～午後 5 時
※当分の間は , 夜間（午後 8 時まで）, 土日・祝日（午前 9 時～午後 5 時）

独立行政法人 国民生活センター 
熊本地震消費者トラブル 110 番 0120（7934）48 

土日・祝日を含む毎日 午前 10 時～午後 4 時 
※九州地方以外からは , つながりません。 
※ＩＰ電話の方は , 03（5793）4110（有料）をご利用ください。 

熊本県弁護士会 
電話による相談・情報提供フリーダ
イヤル 

0120（587）858 月曜日から金曜日 午前 10 時～午後 4 時

九州全県司法書士会 0120（863）123 土日・祝日を含む毎日 午後 4 時～午後 7 時

熊本県青年司法書士会 
クレサラ＆震災問題 110 番 096（364）0800 月・木曜日（祝日を除く） 午後 6 時～午後 8 時
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ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
！

　
市
青
少
年
セ
ン
タ
ー
（
教
育
委
員
会
内
）

で
は
、電
話
や
面
談
に
よ
る
相
談
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
誰
で
も
（
子
ど
も
・
保
護
者
・

地
域
の
人
）、
お
子
さ
ん
（
幼
児
・
小
学
生
・

中
学
生
等
）
の
教
育
に
つ
い
て
の
心
配
事
を

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
青
少
年
セ
ン
タ
ー
指
導
員
が
相
談
を
伺
い
、

悩
み
の
解
決
に
向
け
て
一
緒
に
考
え
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
相
談
の
内
容
に
よ
っ
て
は
専

門
機
関
等
へ
の
紹
介
も
行
い
ま
す
。

相
談
日
時

月
・
水
曜
日
　
午
後
1
時
～
午
後
5
時

相
談
内
容

学
習
・
交
友
関
係
・
学
校
生
活
・
い
じ
め
・

不
登
校
・
子
育
て
・
就
学
・
進
学
・
就
職
・

進
路
・
問
題
行
動
等

相
談
方
法

電
話
・
面
談
・
訪
問
（
指
導
員
が
お
伺
い

し
ま
す
）・
専
門
機
関
へ
の
紹
介

※
相
談
内
容
は
固
く
守
り
ま
す
。
安
心
し
て

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

青
少
年
セ
ン
タ
ー
ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン

　
☎（
23
）１
１
３
９

夏
の
青
少
年
健
全
育
成

県
民
総
ぐ
る
み
運
動

　
私
た
ち
は
皆
、
助
け
ら
れ
支
え
合
っ

て
生
き
て
い
ま
す
。

　
当
た
り
前
の
こ
と
で
す
が
、
同
年
齢

の
友
人
や
先
生
や
家
族
に
囲
ま
れ
て
生

活
し
て
い
る
子
ど
も
に
は
、
こ
の
こ
と

は
気
づ
き
に
く
く
な
っ
て
い
ま
す
。
休

日
に
、
地
域
の
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

な
ど
に
親
子
で
進
ん
で
参
加
し
て
み
ま

し
ょ
う
。
子
ど
も
の
成
長
に
応
じ
て
、

自
分
で
で
き
る
こ
と
を
見
つ
け
、
行
動

し
て
い
く
機
会
を
与
え
る
こ
と
は
、
子

ど
も
に
と
っ
て
「
自
分
は
社
会
の
一
員

だ
」
と
い
う
意
識
を
高
め
る
こ
と
に
つ

な
が
り
ま
す
。
ま
た
、
い
ろ
い
ろ
な
大

人
と
一
緒
に
活
動
す
る
こ
と
は
、
将
来

の
進
路
や
生
き
方
を
考
え
て
い
く
上
で

も
、
社
会
の
ル
ー
ル
を
知
っ
て
い
く
上

で
も
貴
重
な
機
会
で
す
。

　
違
う
考
え
方
や
価
値
観
に
出
会
い
、

我
慢
し
た
り
譲
っ
た
り
交
渉
し
た
り
す

る
経
験
の
中
で
、
社
会
性
が
身
に
つ
き

ま
す
。

＂
社
会
性
を
身
に
つ
け
さ
せ
よ
う
〟

（
文
部
科
学
省
「
家
庭
教
育
手
帳
小
学
生

（
高
学
年
）
～
中
学
生
編
」
か
ら
抜
粋
）

生
涯
学
習
課
　
生
涯
学
習
係

　
☎（
23
）6
5
1
0

だ
れ
も
一
人
だ
け
で
は

生
き
ら
れ
な
い
。

小学生（高学年）～
中学生編

家
庭
教
育

シ
リ
ー
ズ

青
少
年
の
非
行
防
止
に

み
ん
な
で

取
り
組
み
ま
し
ょ
う
！

　
内
閣
府
で
は
7
月
を
「
青
少
年
の
非
行
・

被
害
防
止
全
国
強
調
月
間
」
と
し
、
ま
た
県

で
は
7
月
と
8
月
の
2
カ
月
間
を
「
夏
の
青

少
年
健
全
育
成
県
民
総
ぐ
る
み
運
動
」
の
期

間
と
し
、
青
少
年
の
非
行
・
保
護
の
両
面
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
7
月
と
8
月
は
、
学
校
が
夏
休
み
に
入
る

こ
と
も
あ
り
、
青
少
年
の
生
活
の
リ
ズ
ム
が
乱

れ
、
非
行
に
陥
り
や
す
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
民
一
人
ひ
と
り
が
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
、

学
校
、
職
場
、
地
域
社
会
で
青
少
年
の
非
行

防
止
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

 

重
点
目
標

⑴
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
に
係
る
非
行
・
犯

罪
被
害
防
止
対
策
の
推
進

⑵
有
害
環
境
へ
の
適
切
な
対
応

⑶
薬
物
乱
用
対
策
の
推
進

⑷
不
良
行
為
及
び
初
発
型
非
行
（
犯
罪
）
等

の
防
止

⑸
再
非
行
（
犯
罪
）
の
防
止

⑹
い
じ
め
・
暴
力
行
為
等
の
問
題
行
動
へ
の

対
応

⑺
青
少
年
の
福
祉
を
害
す
る
犯
罪
被
害
の
防
止

子
ど
も
の
心
を
理
解
し
ま
し
ょ
う

　
思
春
期
を
迎
え
る
と
、
身
体
の
成
長
に
心

の
成
長
が
追
い
つ
か
ず
、
子
ど
も
の
心
は
不

安
定
で
大
き
く
揺
れ
動
い
て
い
ま
す
。

　
そ
の
特
徴
と
し
て

○
性
や
異
性
へ
の
興
味
が
高
ま
る

○
自
我
が
強
ま
り
親
や
先
生
が
う
っ
と
う
し

く
な
り
、
秘
密
を
持
と
う
と
す
る

○
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
有
頂
天
に
な
っ
た

り
深
く
傷
つ
い
た
り
す
る

　
等
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　
両
親
に
対
す
る
反
抗
な
ど
も
見
ら
れ
ま
す

が
、
い
た
ず
ら
に
動
揺
し
た
り
、
押
さ
え
つ

け
た
り
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も

の
自
立
や
親
離
れ
が
少
し
ず
つ
始
ま
っ
て
い

る
表
れ
で
す
。
子
ど
も
を
信
じ
て
温
か
く
見

守
り
ま
し
ょ
う
。
し
か
し
、
腫
れ
物
に
触
る

よ
う
な
接
し
方
は
好
ま
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
子
ど
も
の
心
を
理
解
し
な
が
ら
冷
静
に
判

断
し
ま
し
ょ
う
。

（
県
警
察
本
部
　
平
成
28
年
度
版
「
肥
後
っ
子

の
シ
グ
ナ
ル
」
よ
り
一
部
抜
粋
）
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UTO

information

familey
announce

　
☎（
22
）1
1
1
1
（
内
線
2
2
6
）

　
地
震
に
よ
り
被
災
し
た
建
物
の
解
体
・
撤

去
に
は
、「
宇
土
市
被
災
建
物
等
解
体
・
撤

去
支
援
事
業
」
が
利
用
で
き
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
被
災
し
た
家
屋
等
の
所
有

者
の
申
請
に
基
づ
き
、
市
が
所
有
者
に
代

わ
っ
て
解
体
・
撤
去
を
行
う
も
の
で
す
。

　
こ
の
事
業
の
申
請
受
付
は
6
月
20
日
か
ら

開
始
し
て
お
り
、
申
請
に
は
、
次
の
3
つ
の

要
件
を
満
た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

①
市
が
解
体
・
撤
去
の
事
業
主
体
と
な
る
こ
と

②
市
か
ら
「
り
災
証
明
書
」
が
発
行
さ
れ
て

お
り
、
被
害
の
認
定
が
、
全
壊
、
大
規
模

半
壊
ま
た
は
半
壊
で
あ
る
こ
と

③
家
屋
の
所
有
者
が
市
に
よ
る
解
体
・
撤
去

に
同
意
し
て
い
る
こ
と

【
申
請
の
手
続
き
】

　
受
付
期
間
　

8
月
31
日
ま
で

　
受
付
時
間
　
午
前
9
時
～
午
後
4
時

　
受
付
場
所
　
市
民
体
育
館 

被
災
者
支
援
室

【
既
に
解
体
・
撤
去
を
行
っ
た
方
】

　
既
に
個
人
で
費
用
を
負
担
し
て
、
住
家
等

の
解
体
・
撤
去
を
さ
れ
て
い
る
場
合
で
も
事

業
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
次
に
掲
げ
る
書
類

を
添
え
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

・
り
災
証
明
書
（
半
壊
以
上
）

・
状
況
を
記
録
し
た
写
真

　（
解
体
工
事
前
・
工
事
中
・
工
事
後
）

・
契
約
書
・
見
積
書
・
領
収
書

　（
解
体
工
事
に
係
る
も
の
）

・
産
業
廃
棄
物
管
理
表
（
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
）

○
受
付
期
間
：
６
月
27
日
～
７
月
５
日

　
受
付
時
間
、
受
付
場
所
に
つ
い
て
は
同
様

で
す
。

に
つ
い
て
は
入
居
決
定
通
知
書
に
よ
り

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

⑸
そ
の
他
入
居
の
条
件

・
入
居
期
間
は
2
年
以
内
で
す
。
家
賃
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

・
駐
車
場
は
、
原
則
と
し
て
1
世
帯
1
台

分
で
す
。

・
電
気
代
、
水
道
代
、
ガ
ス
代
、
お
よ
び

自
治
会
費
（
区
費
）
等
は
入
居
者
の
負

担
で
す
。

・
ペ
ッ
ト
の
飼
育
は
、
申
込
時
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

⑹
応
募
方
法

　
応
急
仮
設
住
宅
入
居
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
り
災
証
明
書
を
添
え
て

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
応
募
者
の
人
数
が
募
集
戸
数
を
上
回
っ

た
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

被
災
者
支
援
室
　
住
ま
い
支
援
班

　
☎（
22
）１
１
１
１
（
内
線
２
２
７
）

　
5
月
24
日
に
開
催
し
た
「
宇
土
市
熊
本

地
震
災
害
対
策
義
援
金
配
分
委
員
会
」
に

お
い
て
、
次
の
と
お
り
第
1
次
配
分
基
準

を
決
定
し
、
6
月
か
ら
該
当
世
帯
へ
順
次

配
分
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
該
当
世
帯
へ

は
、
り
災
証
明
の
認
定
が
下
り
た
世
帯
か

ら
順
次
通
知
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

【
第
1
次
配
分
基
準
】

　
全
壊
世
帯 

20
万
円

　
大
規
模
半
壊
・
半
壊
世
帯 

10
万
円
。

※
配
分
基
準
は
、
熊
本
県
の
配
分
基
準
に

準
じ
て
い
ま
す
。

被
災
者
支
援
室
　
給
付
班

⑴
募
集
す
る
団
地
と
住
戸

　
新
松
原
仮
設
団
地
（
18
戸
）

　（
新
松
原
町
6
番
地
１
）

⑵
応
募
者
の
要
件
（
以
下
の
①
～
⑥
の
す

べ
て
に
該
当
）

①
熊
本
地
震
発
生
時
（
平
成
28
年
4
月

14
日
）
に
お
い
て
、
宇
土
市
に
住
所

を
有
す
る
方

②
地
震
に
よ
り
住
居
が
全
壊
、
大
規
模
半

壊
、
半
壊
の
被
害
を
受
け
た
た
め
居
住

で
き
な
い
方
。
ま
た
は
、
避
難
指
示
等

に
よ
り
長
期
に
わ
た
り
住
居
に
居
住
で

き
な
い
と
市
長
が
認
め
た
方

③
自
ら
の
資
力
で
は
、
住
居
の
確
保
が

で
き
な
い
方

④
住
宅
応
急
修
理
制
度
を
利
用
し
て
い

な
い
方

⑤
民
間
賃
貸
住
宅
借
上
げ
制
度
を
利
用

し
て
い
な
い
方

⑥
暴
力
団
員
で
な
い
方

⑶
応
募
期
間

　
7
月
20
日
（
水
）
ま
で

⑷
入
居
時
期

　
8
月
上
旬
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
詳
細

【
こ
れ
か
ら
自
主
解
体
を
予
定
さ
れ
て
い
る
方
】

　
緊
急
性
等
に
よ
り
自
主
解
体
を
予
定
さ
れ

て
い
る
方
は
、
事
前
協
議
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
こ
の
手
続
き
を
さ
れ
な
い
と
助
成
事
業

の
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

【
非
住
家
の
解
体
に
つ
い
て
】

　
空
き
家
、
中
小
企
業
の
事
務
所
、
店
舗
、

倉
庫
な
ど
に
お
い
て
、
半
壊
以
上
の
被
害
を

受
け
、
市
が
生
活
環
境
保
全
上
必
要
と
認
め

る
場
合
に
は
、
事
業
の
対
象
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
り
災
証
明
書
は
発
行
さ
れ
ま
せ

ん
の
で
、
被
災
建
物
等
の
被
害
程
度
の
認
定

申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
建
物
等
の
解
体
・
撤
去
申
請
は
、

住
家
を
優
先
的
に
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

 

被
災
者
支
援
室
　
家
屋
処
理
支
援
班

　
☎（
22
）１
１
１
１
（
内
線
2
3
2
）

　
熊
本
地
震
に
よ
り
被
災
し
た
農
産
物
の

生
産
・
加
工
に
必
要
な
施
設
・
機
械
の
再

建
・
修
繕
・
撤
去
を
支
援
し
ま
す
。

【
支
援
対
象
者
】

　
熊
本
地
震
に
よ
り
農
業
用
施
設
等
が
被

害
を
受
け
、
被
災
証
明
書
を
受
け
て
い
る

方
で
、
被
害
施
設
の
復
旧
、
ま
た
は
撤
去

を
行
う
こ
と
に
よ
り
農
業
経
営
を
継
続
し

よ
う
と
す
る
農
業
者
。

【
支
援
内
容
・
助
成
率
】

・
農
産
物
の
生
産
・
加
工
に
必
要
な
施
設

（
農
機
具
格
納
庫
、農
業
資
材
庫
、畜
舎
、

農
業
用
ハ
ウ
ス
、
加
工
施
設
等
）
の
再

建
・
修
繕
や
、
農
業
用
・
加
工
用
機
械

の
取
得
・
修
繕
に
対
す
る
助
成

　
9
／
10
以
内

被
災
農
業
者
向
け

経
営
体
育
成
支
援
事
業

義
援
金
の
第
1
次
配
分
に
つ
い
て

被
災
し
た
建
物
の
解
体
・
撤
去
費
用

急
仮
設
住
宅
の
3
次
募
集
を

開
始
し
て
い
ま
す

情
報
関
連

震
災
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・
営
農
再
開
を
前
提
と
し
て
実
施
す
る
、

農
産
物
の
生
産
に
必
要
な
施
設
の
撤
去

費
用
に
対
す
る
助
成

　
10
／
10
以
内

農
林
水
産
課
　
農
業
振
興
係

　
☎（
22
）1
1
1
1
（
内
線
6
0
3
）

　
熊
本
地
震
に
よ
り
被
災
し
た
中
小
企
業

等
グ
ル
ー
プ
が
、
県
の
認
定
を
受
け
た
復

興
事
業
計
画
に
基
づ
き
実
施
す
る
施
設
復

旧
等
の
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
者
　
中
小
企
業
等
グ
ル
ー
プ
に
参
加

す
る
構
成
員
（
資
本
金
10
億
円
未
満
の

中
堅
企
業
等
を
含
む
）

補
助
率
　

3
／
4
以
内

対
象
経
費
　
施
設
・
設
備
の
復
旧
に
要
す

る
施
設
費
、
設
備
費
、
工
事
費
等

※
資
材
・
工
事
費
・
設
備
の
調
達
・
移
転

設
置
費
・
取
り
壊
し
撤
去
費
・
整
地
・

排
土
費
を
含
む
。

事
業
実
施
期
間
　
交
付
決
定
日
～
平
成
29

年
3
月
31
日

※
平
成
29
年
3
月
31
日
ま
で
に
完
了
す
る

事
業
が
対
象
で
す
。

※
申
請
方
法
な
ど
は
、
熊
本
県
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

商
工
観
光
課
　
商
工
観
光
係

　
☎（
22
）1
1
1
1
（
内
線
6
1
2
）

　
熊
本
地
震
に
よ
り
影
響
を
受
け
た
小
規

模
事
業
者
が
、
商
工
会
と
一
体
と
な
っ
て

経
営
計
画
を
作
成
し
、
販
路
開
拓
に
取
り

組
ま
れ
る
経
費
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
者
　
熊
本
地
震
で
影
響
を
受
け
た
小

規
模
事
業
者

補
助
率
　
２
／
３（
補
助
限
度
額:

2
0
0

　

万
円
）

対
象
事
業
　
広
告
宣
伝
・
店
舗
改
装
・
展

示
会
、
商
談
会
へ
の
出
店
・
商
品
パ
ッ

ケ
ー
ジ
や
包
装
紙
、
ラ
ッ
ピ
ン
グ
の
変

更
等

申
請
方
法
　

7
月
22
日
（
金
）
ま
で
に
、

宇
土
市
商
工
会
へ
提
出

宇
土
市
商
工
会 

☎（
22
）５
５
５
５

　
地
震
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
方
の
個
人
住

民
税
・
国
民
健
康
保
険
税
・
固
定
資
産
税

に
つ
い
て
、
被
災
状
況
に
応
じ
て
減
免
が

受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
減
免
に

は
、
申
請
が
必
要
で
す
。

税
務
課
　
課
税
係

　
☎（
22
）1
1
1
1
（
内
線
5
0
9
）

　
地
震
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
国
民
健
康
保

険
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
及
び
介
護
保

険
の
加
入
者
の
方
が
、
医
療
機
関
や
介
護

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
等
の
窓
口
で
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
旨
を
申
告
い
た
だ
く

と
、
医
療
費
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
の

一
部
負
担
金
（
窓
口
負
担
）
が
い
っ
た
ん

猶
予
さ
れ
ま
す
。
猶
予
さ
れ
た
負
担
は
、

申
告
内
容
確
認
（
り
災
証
明
書
等
）
後
、

免
除
さ
れ
ま
す
。

※
申
告
内
容
の
確
認
の
結
果
、
各
要
件
に

該
当
し
な
か
っ
た
場
合
（
例
え
ば
、
住

家
の
被
災
程
度
が
全
半
壊
で
は
な
く
一

部
損
壊
に
該
当
等
）
は
、
後
日
、
窓
口

負
担
分
を
お
支
払
い
い
た
だ
き
ま
す
。

【
対
象
と
な
る
方
】

①
住
家
の
全
半
壊
、
全
半
焼
又
は
こ
れ
に

準
ず
る
被
災
を
さ
れ
た
方

②
主
た
る
生
計
維
持
者
が
死
亡
し
又
は
重

篤
な
傷
病
を
負
わ
れ
た
方

③
主
た
る
生
計
維
持
者
の
行
方
が
不
明
で

あ
る
方

④
主
た
る
生
計
維
持
者
が
業
務
を
廃
止
又

は
休
止
さ
れ
た
方

⑤
主
た
る
生
計
維
持
者
が
失
職
し
、
現
在

収
入
が
な
い
方

【
対
象
期
間
】

　
７
月
末
ま
で
の
受
診
分

保
険
課
・
高
齢
者
支
援
課

　
☎（
22
）1
1
1
1

　
地
震
に
よ
り
、
住
家
の
被
災
程
度
が
全

半
壊
の
「
り
災
証
明
書
」
を
交
付
さ
れ
た

方
は
、
被
害
状
況
に
応
じ
て
減
免
が
受
け

ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
減
免
を
受
け

る
に
は
、
申
請
が
必
要
で
す
。

高
齢
者
支
援
課
　
介
護
保
険
係

　
☎（
22
）1
1
1
1
（
内
線
4
1
5
）

　
地
震
に
よ
り
、
住
家
の
被
災
程
度
が
全

半
壊
の
「
り
災
証
明
書
」
を
交
付
さ
れ
た

方
は
、
被
害
状
況
に
応
じ
て
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
の
減
免
が
受
け
ら
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
減
免
を
受
け
る
に
は
、
申

請
が
必
要
で
す
。

保
険
課
　
国
保
年
金
係

　
☎（
22
）1
1
1
1
（
内
線
4
2
4
）

　
4
月
14
日
の
前
震
に
続
く
16
日
の
本
震

に
よ
り
、
市
役
所
本
庁
舎
は
大
き
く
損
壊

し
利
用
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
、
本
庁
舎
機
能
は
市
民
体
育
館
は

じ
め
、
宇
土
終
末
処
理
場
、
市
民
会
館
に

分
散
し
て
お
り
、
市
民
の
皆
さ
ま
方
に
は

大
変
ご
迷
惑
、
ご
不
便
を
お
か
け
し
て
い

ま
す
。
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
こ
の
よ

う
な
状
況
を
一
日
で
も
早
く
解
消
で
き
る

よ
う
、
仮
設
庁
舎
の
建
設
を
進
め
て
い
ま

す
。

建
設
場
所
　
市
役
所
裏
側
駐
車
場
の
北
側

規
模
等
　
延
べ
床
面
積
約
２
、８
０
０
㎡

　
プ
レ
ハ
ブ
２
階
建
て

　（
現
在
、
市
民
体
育
館
で
窓
口
業
務
を

行
っ
て
い
る
市
民
課
、
税
務
課
、
環
境
交

通
課
及
び
福
祉
部
関
係
と
総
務
部
関
係
等

が
入
る
大
き
さ
）

個
人
住
民
税
・
国
民
健
康
保

険
税
・
固
定
資
産
税
の
減
税

持
続
化
支
援
（
持
続
化
補
助
金
）

医
療
費
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用

料
の
一
部
負
担
金（
窓
口
負
担
）

の
猶
予
及
び
免
除
に
つ
い
て

介
護
保
険
料
の
減
免
に
つ
い
て

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の

減
免
に
つ
い
て

グ
ル
ー
プ
補
助
金

（
中
小
企
業
等
グ
ル
ー
プ
施
設

等
復
旧
整
備
補
助
事
業
）

公
共
施
設

仮
設
庁
舎
を
建
設
し
て
い
ま
す

宇土市ホームページ
 http://www.city.uto.kumamoto.jp/
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完
成
予
定
　
７
月
中

　
な
お
、
本
庁
舎
の
解
体
が
終
わ
り
、
市

役
所
別
館
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
再
利
用
が

可
能
と
な
れ
ば
、
分
散
し
て
い
る
部
署
を

仮
設
庁
舎
と
市
役
所
別
館
な
ど
に
一
体
的

再
配
置
す
る
こ
と
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

財
政
課
　
財
政
係

　
☎（
22
）１
１
１
１
（
内
線
２
１
５
）

　
網
津
支
所
仮
設
庁
舎
を
、
網
津
地
区
多

目
的
研
修
会
施
設
西
側
駐
車
場
の
一
角
に

設
置
し
ま
し
た
。
仮
設
庁
舎
は
、
参
議
院

議
員
選
挙
の
期
日
前
投
票
所
と
投
票
所
に

利
用
し
た
後
、
7
月
15
日
頃
か
ら
支
所
と

し
て
の
業
務
を
行
う
予
定
で
す
。

網
津
支
所
☎（
22
）1
1
1
1

　
7
月
15
日
以
降
は
☎（
24
）3
2
1
1

　
現
在
、
本
庁
舎
は
、
倒
壊
の
恐
れ
が
あ

る
た
め
、
周
囲
一
帯
が
警
戒
区
域
と
な

り
立
入
禁
止
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
危
険
な
状
況
を
取
り
除
く
た
め
、

国
交
省
等
の
助
言
を
受
け
て
、
庁
舎
内

に
残
っ
て
い
る
重
要
書
類
等
を
取
り
出

し
な
が
ら
解
体
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

７
月
中
に
は
解
体
工
事
に
着
手
し
ま
す
。

財
政
課
　
財
政
係

　
☎（
22
）１
１
１
１
（
内
線
２
１
５
）

　
熊
本
地
震
の
発
生
か
ら
、
中
央
公
民
館
・

全
地
区
公
民
館
を
休
館
と
し
て
い
ま
し
た
が
、

一
部
の
公
民
館
は
、
次
の
と
お
り
開
館
し
て

い
ま
す
。
た
だ
し
、
今
後
避
難
所
等
と
し
て

使
用
す
る
場
合
に
は
、
使
用
で
き
な
く
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

開
館
日
時（
公
民
館
ス
タ
ッ
フ
が
い
ま
す
）

祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
毎
日

午
前
9
時
～
正
午

使
用
時
間（
申
込
み
で
使
用
で
き
る
時
間
）

　
午
前
9
時
～
午
後
10
時

対
象
の
公
民
館

轟
公
民
館
、走
潟
公
民
館
、緑
川
公
民
館
、

網
田
公
民
館

※
宇
土
公
民
館
は
、
臨
時
的
に
「
や
き
も

の
教
室
」（
市
民
会
館
駐
車
場
側
）で
火・

木
・
土
曜
の
午
前
中
開
館
し
て
い
ま
す
。

宇
土
地
区
の
会
議
等
で
使
用
さ
れ
る
場

合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
中
央
公
民
館
・
花
園
公
民
館
・
網
津
公

民
館
は
、
引
き
続
き
、
当
分
の
間
休
館

と
な
り
ま
す
。

申
込
み
方
法

対
象
の
公
民
館
の
開
館
日
時
に
、
空
き
状

況
を
確
認
の
う
え
、
申
請
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

宇
土
公
民
館
☎（
22
）0
3
2
5

轟
公
民
館
☎（
23
）2
8
7
8

走
潟
公
民
館
☎（
23
）2
8
7
7

緑
川
公
民
館
☎（
23
）2
8
2
4

網
田
公
民
館
☎（
27
）0
4
9
1

公
民
館
事
務
局
☎（
22
）0
3
2
5

地
区
公
民
館
は
、

一
部
開
館
し
て
い
ま
す

記号の説明　 …問い合わせ先　 …申込先　☎…電話番号
　　　　　　 …FAX　 …メールアドレス　 …ホームページ

網
津
支
所
仮
設
庁
舎
を
設
置

し
ま
し
た

本
庁
舎
の
解
体
工
事
を

は
じ
め
ま
す

　
今
回
の
熊
本
地
震
で
、
全
国
の
多
く
の
皆
さ
ま
か
ら

物
資
の
支
援
や
業
務
応
援
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
の

で
紹
介
し
ま
す
。

命の水をいち早く（鹿児島県日置市）　16日の本震の後 ,市内の上水道は網田地区を除き全面断水となりました。近隣自治体が被災し ,福岡・熊本方面からの道路が寸断される中 ,宇土市民を救ってくれたのは日置市からの救援水でした。　16日早朝 ,市長会で交流のある宮路高光日置市長から直接救援の申し出があり ,宇土市長の要請に応えて水を満載したマイクロバス2台が日置市を出発。午後3時には自治体からの支援第1号として大量の救援水が届きました。当時は給水活動もままならない状態で ,まさしく「命の水」となりました。　なお , 日置市からは , 別便の救援物資 , 炊き出しの他 , 避難所の支援として継続して職員派遣もいただいています。

故郷に想いを込めて
（東京都渋谷区）

　16日の 23時 ,渋谷区から
の救援物資とし

て毛布1700枚等を積んだト
ラックが到着し

ました。
　これは，４月14日の前震

後，宇土市出身

で渋谷区区議会議員（第71
代議長）の前田

和茂さんが長谷部健区長に支
援を申し入れ，

長谷部区長が快諾。本震が発
生する前日の

15日に出発したトラックでし
た。

　市内全体が避難者であふれ
,物資が大きく

不足する中，いち早く避難所
に毛布を提供す

ることができました。

　前田さんはその後も，宇土
市に留まり，支

援物資の受け入れ配付リーダ
ーとしてボラン

ティア活動を陣頭指揮。故郷
のために必死に

取り組んでくれた前田さんは
「今後も力にな

れることがあれば支援してい
きたい」と話し

ていました。
　なお，渋谷区からは業務応

援の職員も派遣

いただいています。

全
国
か
ら
の
支
援
を
力
に

宇土市フェイスブック 
https://www.facebook.com/utocity
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平
成
26
年
度
か
ら
平
成
29
年
度
を
期
間
と

す
る
第
2
期
の
市
長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
つ
い

て
、
達
成
に
向
け
た
こ
れ
ま
で
の
市
の
取
組

み
と
達
成
状
況
を
公
表
し
ま
す
。
内
容
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

企
画
課
　
企
画
政
策
係

　
☎（
22
）１
７
０
７

　
婚
姻
を
届
け
出
ら
れ
て
か
ら
50
年
を
経

過
し
た
ご
夫
婦
を
熊
本
日
日
新
聞
社
と
市

か
ら
表
彰
し
ま
す
。
該
当
さ
れ
る
ご
夫
婦

は
7
月
15
日
（
金
）
ま
で
に
申
込
み
く
だ

さ
い
。
な
お
、
申
込
み
を
さ
れ
た
方
は
ご

夫
婦
の
お
名
前
と
年
齢
が
熊
日
新
聞
の
紙

面
に
掲
載
さ
れ
ま
す
。

対
象
者
　
昭
和
41
年
1
月
1
日
か
ら
12
月

31
日
ま
で
の
間
に
結
婚
（
入
籍
）
さ
れ
、

夫
婦
と
も
存
命
の
方

高
齢
者
支
援
課
、
網
田
支
所

高
齢
者
支
援
課
　
高
齢
者
福
祉
係

　
☎（
22
）1
1
1
1
（
内
線
4
1
3
）

　「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
は
、
犯

罪
や
非
行
の
防
止
と
あ
や
ま
ち
を
犯
し
た

人
の
立
ち
直
り
を
支
え
る
地
域
社
会
を
築

こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。

　
第
66
回
目
と
な
る
今
年
は
、
熊
本
地
震

に
よ
り
例
年
7
月
1
日
に
行
っ
て
い
る
出

発
式
と
街
頭
啓
発
は
中
止
と
な
り
ま
し
た

が
、
保
護
司
会
、
更
生
保
護
女
性
会
の
皆

さ
ん
が
、
市
内
小
中
学
校
で
、
意
識
啓
発

用
の
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配
り
ま
す
。
ま
た
、

期
間
中
は
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
も
行
わ

れ
ま
す
。

総
務
課
　
行
政
係

　
☎（
22
）1
1
1
1
（
内
線
2
1
0
）

　
図
書
館
は
、1
階
部
分
（
児
童
図
書
室・

ロ
ビ
ー
・
郷
土
資
料
室
）
の
み
開
館
し
て

い
ま
す
。
開
館
時
間
は
、
午
前
9
時
30
分

か
ら
午
後
5
時
ま
で
、
休
館
日
は
毎
週
木

曜
日
と
祝
日
で
す
。

　
サ
ー
ビ
ス
内
容
は
、
児
童
書
・
一
般
書

の
新
刊
・
雑
誌
の
貸
出
、
新
聞
・
雑
誌
（
最

新
号
）
の
館
内
閲
覧
利
用
の
み
と
な
り
ま

す
。
な
お
、
閲
覧
の
際
は
、
余
震
が
続
く

恐
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
短
時
間
で
の
利

用
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
毎
週
水
曜
日
・
土
曜
日
に
実
施
し
て
い

る
「
え
ほ
ん
の
じ
か
ん
」、
毎
月
２
回
実

施
し
て
い
る
「
ら
っ
こ
の
じ
か
ん
」
は
、

当
面
の
間
お
休
み
し
ま
す
。
今
後
も
継
続

し
て
施
設
の
点
検
・
補
修
等
を
行
い
、
準

備
が
整
い
次
第
、
サ
ー
ビ
ス
を
拡
充
し
て

い
く
予
定
で
す
。

図
書
館

　
☎（
22
）4
5
1
2

　
地
震
後
、
一
部
の
心
な
い
人
に
よ
り
、

路
上
や
空
き
地
、
人
目
に
つ
き
に
く
い

場
所
へ
の
不
法
投
棄
が
目
立
ち
ま
す
。

「
自
分
だ
け
な
ら
い
い
だ
ろ
う
」「
少
し

く
ら
い
な
ら
い
い
だ
ろ
う
」
と
い
う
安

易
な
気
持
ち
が
、
私
た
ち
の
町
や
自
然

を
汚
し
、
災
害
復
旧
作
業
等
に
も
支
障

を
き
た
し
ま
す
。

　
不
法
投
棄
し
た
場
合
、
5
年
以
下
の
懲

役
若
し
く
は
1
0
0
0
万
円
（
法
人
は

3
億
円
）
以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
、
ま

た
は
こ
れ
を
併
科
さ
れ
ま
す
。
不
法
投
棄

は「
犯
罪
」で
す
。絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

　
ご
み
は
、
決
め
ら
れ
た
方
法
で
、
決
め

ら
れ
た
場
所
・
期
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ご
み
の
出
し
方
は
、
3
月
に
お
配
り
し
た

「
ご
み
出
し
カ
レ
ン
ダ
ー
」、
ま
た
は
「
ご

情
報

く
ら
し

お
し
ら
せ

INFO

INFO

第
2
期
市
長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の

進
捗
状
況
を
公
表
し
ま
す

INFO

金
婚
夫
婦
該
当
者
の
方
へ

INFO

ル
ー
ル
を
守
っ
て

正
し
い
ご
み
出
し
を
お
願
い
し
ま
す

INFO

７
月
は
、
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
強
調
月
間
で
す

INFO

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

お
願
い

宇土市ホームページ
 http://www.city.uto.kumamoto.jp/
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株式会社ホープ 財源確保 検索092-716-1404

各世帯に配布

「広報うと」に広告を掲載しませんか？
宇土市内

福岡県福岡市中央区
薬院1-14-5MG薬院ビル7F

お問い
合わせは

宇土市民なら
目にしたことがある

約14,000部約14,000部

▶

地域に根ざした
情報発信

各世帯配布による
知名度向上

28年5月号から開始の
新しい広告媒体

他エリア自治体広告もお任せください！

広告

〈21〉◆2016/7◆広報うと



UTO

information

familey
announce

　
人
権
問
題
や
家
庭
問
題
な
ど
、
人
権
擁

護
委
員
が
さ
ま
ざ
ま
な
心
配
ご
と
、
困
り

ご
と
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
は
無
料

で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時
　

7
月
21
日
（
木
）

　
　
　
午
後
1
時
～
午
後
4
時

場
所
　
宇
土
合
同
庁
舎
1
階
共
用
会
議
室

備
考
　
右
記
以
外
に
も
月
曜
日
か
ら
金
曜

日
（
祝
日
を
除
く
）
に
、
法
務
局

宇
土
支
局
で
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
。

人
権
擁
護
委
員
（
敬
称
略
：
４
月
1
日
現
在
）

村
上
　
暎
隆
（
本
町
4
丁
目
）

髙
木
　
賢
治
（
築
籠
町
）

白
石
　
育
代
（
古
保
里
町
）

髙
木
　
澄
子
（
神
馬
町
）

山
本
多
美
男
（
新
開
町
）

野
村
き
よ
み
（
網
津
町
）

田
代
　
久
代
（
走
潟
町
）

坂
口
　
賢
一
（
赤
瀬
町
）

法
務
局
宇
土
支
局
　
☎（
22
）0
3
2
0

　
総
務
課
　
行
政
係

　
☎（
22
）１
１
１
１
（
内
線
2
1
0
）

　
ど
ん
な
ひ
と
の
、
ど
ん
な
悩
み
に
も
寄

り
添
っ
て
、
一
緒
に
解
決
す
る
方
法
を
探

し
ま
す
。
生
活
、仕
事
、住
居
、自
殺
念
慮
、

心
、
家
庭
、
お
金
、
病
気
、
障
が
い
、
犯

罪
、
性
、
D
V・性
暴
力
、
子
ど
も
、
法
律・

法
的
手
続
き
、
行
政
、
そ
の
他
の
諸
手
続

き
、
教
育
、
人
間
関
係
、
外
国
籍
、
被
災

地
・
原
発
、
そ
の
他

　
電
話
相
談
の
専
門
員
が
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。
ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
ず
に
、
お
電

話
く
だ
さ
い
。

よ
り
そ
い
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
0
1
2
0
（
2
7
9
）
3
3
8

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル 

つ
な
ぐ 

さ
さ
え
る
）

通
話
料
無
料

携
帯
電
話
（
P
H
S
）、
公
衆
電
話
か
ら

も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
今
年
度
1
回
目
の
「
よ
み
が
え
る
小
西

行
長
公
」
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
第
11

弾
と
な
る
今
回
は
、
第
1
部
で
佐
島
顕
子

氏
が
知
ら
れ
ざ
る
戦
国
大
名
の
正
室
を

テ
ー
マ
に
講
演
さ
れ
ま
す
。第
2
部
で
は
、

熊
本
城
お
も
て
な
し
武
将
隊
の
小
西
行
長

公
が
登
場
し
、
佐
島
先
生
と
歴
史
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
を
繰
り
広
げ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

よ
み
が
え
る
小
西
行
長
公

講
演
会
第
11
弾
を
開
催
し
ま
す

相
　
談

人
権
相
談
（
無
料
）

よ
り
そ
い
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

（
24
時
間
年
中
無
休
電
話
）

イ
ベ
ン
ト

み
出
し
ル
ー
ル
ブ
ッ
ク
」
等
で
確
認
く
だ

さ
い
。

環
境
交
通
課
　
環
境
交
通
係

　
☎（
22
）1
1
1
1
（
内
線
5
1
8
）

　
ミ
ツ
バ
チ
は
、
採
蜜
は
も
と
よ
り
果
樹

類
や
い
ち
ご
、
メ
ロ
ン
、
す
い
か
等
の
園

芸
作
物
の
花
粉
交
配
に
は
不
可
欠
で
、
農

業
生
産
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
早
期
水
稲
は
出
穂
・

開
花
期
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
時
期
の
農
薬

散
布
に
あ
た
っ
て
は
、
次
の
3
点
に
留
意

し
、
ミ
ツ
バ
チ
に
被
害
が
生
じ
な
い
よ
う

十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①
農
薬
ラ
ベ
ル
の
使
用
上
の
注
意
事
項

を
確
認
し
、
ミ
ツ
バ
チ
に
影
響
の
あ
る

薬
剤
を
使
用
す
る
場
合
は
特
に
注
意
す

る
。

②
近
く
の
養
蜂
家
と
巣
箱
の
位
置
や
防
除

計
画
な
ど
事
前
に
情
報
交
換
す
る
。

③
防
除
時
は
、
水
田
の
周
辺
を
十
分
確
認

し
、
ミ
ツ
バ
チ
や
巣
箱
に
農
薬
が
か
か

ら
な
い
よ
う
注
意
す
る
。

県
農
業
技
術
課

　
☎
0
9
6
（
3
3
3
）
2
3
8
1

　
県
畜
産
課

　
☎
0
9
6
（
3
3
3
）
2
4
0
1

INFO

ミ
ツ
バ
チ
に
対
す
る
農
薬
危

害
防
止
に
つ
い
て

記号の説明　 …問い合わせ先　 …申込先　☎…電話番号
　　　　　　 …FAX　 …メールアドレス　 …ホームページ
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ぜ
ひ
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。
な
お
、
入
場

は
無
料
で
す
が
、事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

日
時
　

7
月
9
日
（
土
）

　
　
　
午
後
2
時
～
4
時

　
　
　（
開
場
午
後
1
時
30
分
）

会
場  
市
民
会
館
　
大
会
議
室

定
員
　
２
０
０
人

第
1
部
　
基
調
講
演

　「
戦
国
大
名
正
室
の
美
し
さ
」

　
講
師
：
佐
島
顕
子
氏

　（
福
岡
女
学
院
大
学
人
文
学
部
教
授
）

第
2
部
　
歴
史
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

「
小
西
行
長
、
言
い
置
く
儀
億
万
あ
り
！
」

出
演
：
小
西
行
長
公
（
熊
本
城
お
も
て

な
し
武
将
隊
）
と
佐
島
顕
子
氏

文
化
課
　
文
化
係

　
☎（
23
）0
1
5
6

　
人
の
一
生
に
お
い
て
、
幼
児
期
は
、
生

涯
に
わ
た
る
人
間
形
成
の
基
礎
が
培
わ
れ

る
極
め
て
重
要
な
時
期
で
す
。
幼
児
は
、

生
活
や
遊
び
と
い
っ
た
直
接
的
・
具
体
的

な
体
験
を
通
し
て
、
情
緒
的
・
知
的
な
発

達
、
あ
る
い
は
社
会
性
を
涵
養
し
、
人
間

と
し
て
、
社
会
の
一
員
と
し
て
、
よ
り
良

く
生
き
る
た
め
の
基
礎
を
獲
得
し
て
い
き

ま
す
。

　
幼
稚
園
で
は
、
2
歳
児
以
上
の
幼
児
を

対
象
に
、＂
園
児
と
一
緒
に
遊
び
を
楽
し

む
〟
子
育
て
支
援
教
室
（
全
3
回
）
を
開

催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
な

お
、
事
前
の
申
込
み
や
予
約
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
直
接
幼
稚
園
へ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

【
第
1
回
教
室
】

場
所
・
日
時

 

・
花
園
幼
稚
園
　

7
月
8
日
（
金
）

 

・
宇
土
幼
稚
園
　

7
月
11
日
（
月
）

時
間
（
両
幼
稚
園
と
も
共
通
）

　
受
付
　
午
前
9
時
45
分
～
10
時

　
開
始
　
午
前
10
時
～
（
1
時
間
程
度
）

駐
車
場
　

　
宇
土
幼
稚
園
は
、
鶴
城
中
学
校
駐
車
場

（
九
電
社
宅
前
）、
花
園
幼
稚
園
は
花
園
郵

便
局
道
向
か
い
駐
車
場
。

※
次
回
以
降
の
予
定
は
次
の
と
お
り
で
す
。

第
2
回
　
花
園
幼
稚
園
　
10
月
1
日（
土
）

　
　
　
　
宇
土
幼
稚
園
　
10
月
2
日
（
日
）

第
3
回
　
宇
土
幼
稚
園
　
11
月
1
日（
火
）

　
　
　
　
花
園
幼
稚
園
　
11
月
2
日（
水
）

※
子
育
て
の
悩
み
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
　

宇
土
幼
稚
園
　
☎（
22
）０
３
２
６

　
花
園
幼
稚
園
　
☎（
22
）０
０
３
１

　
つ
ど
い
の
広
場
「
サ
ン
サ
ン
」
は
、
親

と
子
が
一
緒
に
遊
ん
だ
り
、
子
育
て
の
相

談
が
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
で
、
児
童
セ
ン

タ
ー
2
階
に
あ
り
ま
す
。

　
つ
ど
い
の
広
場
で
は
、
月
に
1
回
、
子

育
て
講
座
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
7
月
の

講
座
は
、「
親
子
ヨ
ー
ガ
」
で
す
。
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
　
時
　

7
月
27
日
（
水
）

　
　
　
　
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

　
　
　
　（
10
時
15
分
開
場
）

場
　
所
　
市
民
体
育
館
内
2
階
会
議
室

講
　
師
　
お
や
こ
ス
タ
ジ
オ
R
A
F
i
T

　
　
　
　
代
表
　
坂
口
京
子
さ
ん

対
象
者
　
乳
幼
児
（
0
歳
～
3
歳
児
）
と

　
　
　
　
保
護
者
　
約
10
組

準
備
物
　
バ
ス
タ
オ
ル
1
枚

　
　
　
　
飲
み
物
（
水
分
補
給
用
）

参
加
費
　
無
料

※ 

動
き
や
す
い
服
装
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。

※ 

参
加
希
望
の
方
は
7
月
1
日(

金)

か
ら

前
日
ま
で
に
必
ず
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

子
育
て
支
援
課
　
子
育
て
支
援
係

　
☎（
22
）１
１
１
１
（
内
線
4
2
0
）

　
栄
養
と
料
理
を
基
礎
か
ら
学
べ
る
教
室

で
す
。
管
理
栄
養
士
が
講
習
と
調
理
実
習

を
行
い
ま
す
。
健
康
に
気
を
つ
け
て
い
る

方
や
食
事
・
料
理
に
関
心
の
あ
る
方
、
ま

た
こ
れ
か
ら
勉
強
し
た
い
方
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
　

7
月
～
12
月
　
全
7
回

　
　
　（
す
べ
て
水
曜
日
）

　
　
　
午
前
9
時
30
分
～
午
後
1
時

（
開
講
式
・
閉
講
式
は
午
前
10
時
～
12
時
）

場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

定
員
　
20
人（
先
着
順
）

元
気
な
毎
日
は
食
生
活
か
ら

＂
キ
ッ
チ
ン
と
学
ぶ
！
基
礎
栄
養
〟

幼
稚
園
に
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
？

講
座
・
教
室

子
育
て
の
中
の
お
母
さ
ん
あ
つ
ま
れ
！

つ
ど
い
の
広
場
　
子
育
て
講
座

宇土市ホームページ
 http://www.city.uto.kumamoto.jp/

記号の説明　 …問い合わせ先　 …申込先　☎…電話番号
　　　　　　 …FAX　 …メールアドレス　 …ホームページ
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UTO

information

familey
announce

受
講
対
象
　
障
が
い
（
身
体
、
知
的
、
精

神
、
発
達
、
難
病
、
高
次
機
能
障
が
い
）

の
あ
る
方
（
訓
練
科
に
よ
っ
て
受
講
対

象
障
が
い
が
異
な
り
ま
す
）

訓
練
期
間
　
3
カ
月

実
施
場
所
　
県
内
の
各
委
託
事
業
所

訓
練
科
　
パ
ソ
コ
ン
操
作
や
経
理
の
知
識

等
を
習
得
す
る
コ
ー
ス
、
事
業
所
現
場

で
の
実
際
の
業
務
を
行
う
コ
ー
ス
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
ｅ-

ラ
ー
ニ

ン
グ
コ
ー
ス
、
在
職
者
訓
練
コ
ー
ス
等

の
23
訓
練
科

受
講
料
　
無
料
（
教
材
代
等
は
必
要
）

求
職
者
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
宇
城

　
☎（
32
）8
6
0
9

在
職
者
は
熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
校

　
☎
0
9
6（
3
7
8
）0
1
2
1

　
農
地
中
間
管
理
機
構
（
熊
本
県
農
業

公
社
）
で
は
、
農
業
経
営
を
縮
小
さ
れ

る
方
な
ど
か
ら
農
地
を
借
り
受
け
、
担

い
手
農
家
な
ど
に
貸
し
出
し
を
行
っ
て

い
ま
す
。『
担
い
手
農
家
に
農
地
を
貸
し

た
い
』、『
新
た
な
農
地
が
あ
れ
ば
借
り

た
い
』
と
い
う
方
は
、
県
農
業
公
社
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

県
農
業
公
社

　
☎
0
9
6（
2
1
3
）1
2
3
4

　
轟
公
民
館
は
、
館
長
と
一
緒
に
公
民
館

運
営
を
担
っ
て
い
た
だ
け
る
ア
シ
ス
タ
ン

ト
を
募
集
し
ま
す
。

職
種
　
非
常
勤
一
般
事
務
員

勤
務
先
　
轟
公
民
館

募
集
人
数
　
1
人

職
務
内
容
　
公
民
館
業
務
補
助
等

資
格
等
　
不
問

期
間
　
平
成
28
年
8
月
1
日
か
ら
平
成
29

　
　
　
年
3
月
31
日
ま
で

勤
務
日
数
　
月
曜
日
～
日
曜
日
の
う
ち

　
　
　
　
　
指
定
す
る
5
日
程
度

勤
務
時
間
　
午
前
9
時
～
正
午
（
変
更
有
）

　
　
　
　
　
1
カ
月
60
時
間
程
度

報
酬
額
　
1
時
間
8
5
0
円

社
会
保
険
等
　
無

通
勤
手
当
　
月
額
1
6
0
0
円
（
片
道

2
キ
ロ
以
上
で
自
家
用
車
利
用
の
場
合
）

申
込
方
法
　
7
月
15
日
（
金
）
ま
で
に
、

市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
申
込
先
へ
持
参
ま
た
は
郵
送

選
考
方
法
　
面
接
と
履
歴
書
の
内
容
等
を

考
慮
し
て
決
定
し
ま
す
。
受
付
期
間
終

了
後
に
、
面
接
の
日
時
と
会
場
を
連
絡

し
ま
す
。

公
民
館
事
務
局
（
新
小
路
町
95
教

育
委
員
会
２
階
）

　
　
☎（
22
）0
3
2
5

障
が
い
の
あ
る
方
を
対
象
と
し
た

職
業
訓
練
生
の
募
集

農
地
を
「
貸
し
た
い
方
」「
借
り

た
い
方
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
！

受
講
料
　
調
理
実
習
時
　
5
0
0
円

申
込
方
法
　
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
電
話

申
込
締
切
　
7
月
21
日（
木
）
ま
で

※
本
講
座
は
宇
土
市
食
生
活
改
善
推
進
員

（
食
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
の
養
成
講
座

を
兼
ね
て
い
ま
す
。
修
了
者
は
宇
土
市

食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会
へ
入
会
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
任
意
加
入
）

保
健
セ
ン
タ
ー
　
☎（
22
）2
3
0
0

募
　
集

轟
公
民
館
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
を

募
集
し
ま
す

宇土市フェイスブック 
https://www.facebook.com/utocity

回 日付 教室の内容
1  7月 27日 開講式・オリエンテーション

「食事を作る前の大事なこと～食中毒予防～」

2  8 月 3 日 「将来を元気に過ごすために
～栄養・調理の基本と健康づくりについて～」＊調理実習①

3  9 月 7 日 「自分の体を知りましょう
～生活習慣病の予防・市の健康課題について～」＊調理実習②

4 10月 5 日 「食事バランスガイドを使ってみよう
～献立の立て方・食品成分表～」＊調理実習③

5 11月 2 日 「運動も大事！体を動かそう～健康づくりと運動～」＊調理実習④

6 11月30日 「家族みんなの健康管理～年代別の食育～」
＊調理実習⑤

7 12月14日 閉講式・修了証書授与
「学んだことを広げていこう～食生活改善推進員について～」
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“ 宇土市復興チャリティー”
第 31 回宇土市民夏祭り

宇土大太鼓フェスティバル
…………………………………………………………
　宇土市に古くから伝わる雨乞い大太鼓が競演する「宇
土大太鼓フェスティバル」を , 今年も開催します。
　「熊本地震」からの復興を願い , 伝統の大太鼓で元気
な宇土市を取り戻したいと思います。
▼今年は会場が変更になります。
▼フェスティバルの協力スタッフを募集しています。
一緒に宇土の大太鼓を盛り上げていきましょう。
と　き　８月６日（土）
ところ　宇土シティモール駐車場
※詳細なスケジュールは ,8 月号の「市民のひろば」に

掲載を予定しています。
大太鼓フェスティバル実行委員会事務局　

　☎（23）0156

宇城子ども劇場会員募集
…………………………………………………………
　わたしたち宇城子ども劇場は , 非営利団体として宇土
市を拠点に大人と子どもが一緒にコンサートや人形劇・
お芝居などの生の舞台を観賞したり, 野外活動やお楽し
み会を企画したりなどの活動をしています。
　みなさんは生の舞台を見たことがありますか？
　そこには迫力と感動がいっぱいで , 観終わった後も親
子で ,「あれがよかった」「これがすごかった」と一緒に
いつまでも盛り上がることができます。
　また , 親同士もおしゃべりしたり, 相談しあえる , 大人
がほっとできる場所でもあるんです。
　事務局は , 門内町にあります。
　よかったら , 一度遊びに来てみませんか？
と　き　毎週月曜日　午前 10 時～ 15 時
ところ　宇土市門内町 59
　　　　◎ いつでも , だれでも入会できます。
　　　　◎ 大人だけの入会もできます。
　　　　◎ 会費制です。（月払い）※ 3 歳以下は無料

宇城子ども劇場事務局　☎（23）3138

婚活パーティーに参加しませんか？
…………………………………………………………
　県内各地で婚活パーティーを主催している

“良縁センター”では , 宇土市で婚活
パーティーを開催します。
　出会いを求めている皆さん ,
ぜひご参加ください。
と　き　7 月 31 日（日）
ところ　船場蔵屋敷
参加費　男性 1,000 円程度　
　　　　女性 500 円程度 （※食事代）

良縁センター　中尾　☎ 080(5203)1586

　広報うとの「市民のひろば」コーナーでは , 市民サー
クルなどの催し案内や会員募集など , 市民の皆さまの活
動を紹介しています。
原稿締切　掲載希望月の前月の 1 日　
　　　　　※ 1 日が休日の場合は前日
申込方法　原稿（200文字程度＋写真1枚）を作成のうえ,

まちづくり推進課（広報担当）まで申し込んで
ください。原稿は , データでも受け付けます。

申込先　　まちづくり推進課　情報支援係　広報担当　　
☎（22）1111　 （22）0110

machi03@city.uto.lg.jp
その他　原稿内容または , 紙面の都合で掲載を調整す
　　　　る場合があります。

納涼映画祭
…………………………………………………………
■第 1 弾
と　き　7 月 3 日 ( 日 )
ところ　市民会館 2 階　大会議室
内　容　第 1 部　午前 9 時 30 分～正午
　　　　・映画「北辰斜めにさすところ」上映
　　　　　（主演：三國連太郎）
　　　　・講談（講談師：旭堂南鷹）
　　　　第 2 部　午後 1 時 30 分～ 3 時 30 分（予定）

・映画製作委員会会長廣田稔さんによるトー
クセッション (RKK ラジオ「球磨川スピリッ
ツ」公開録音 ) テーマ「未来に残すもの　
繋ぐものとは…メセナを考える」

入場料　500 円 ( 当日お支払いください )
　　　　※第 2 部は無料
　　　　※高校生以下無料は第 1 部も無料

〔映画内容〕五校・七校のライバル校同士の因縁の野
球試合を軸に , 旧制高校生たちの青春や友情 , その後
の半生を ,『草の乱』の神山征二郎監督が描き出す。主
演は , 自身も中国への出征経験を持つ名優 , 三國連太
郎。若き日の主人公が慕う先輩役に緒形直人がふんする
ほか , 林隆三 , 神山繁ら日本映画界を支えるベテランが
脇を固める。
■第２弾
と　き　8 月 7 日 ( 日 )
ところ　市民会館 2 階　大会議室
内　容　第 1 部　午後 1 時 30 分～ 2 時 30 分
　　　　熊本県立劇場　姜尚中館長講演
　　　　テーマ「故郷を愛する」
　　　　第 2 部　午後 2 時 45 分～ 3 時 30 分 ( 予定 )
　　　　くまもと映画製作実行委員会映画
　　　　「うつくしいひと」上映（主演：橋本愛　高
　　　　良健吾　ほか）
入場料　無料 ( 募金箱設置 )

宇土市民会館　☎（22）0188

「市民のひろば」は , 市民や団体が投稿するコーナーです。
行政情報ではありません。ご不明な点などありましたら , 各問い合わせ先へお尋ねください。

「市民のひろば」に掲載しませんか？

市民のひろば
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　青年部は，約 2年前に市内若手建設業者の交流を目
的に結成しており，現在18人の会員で活動しています。
　これまでの活動は，主に会員間の交流でしたが，熊本
地震により宇土市も多大な被害を受けたため，宇土市のた
めに，「自分たちだからできること」をやろうと，会員が一
致団結し立ち上がり，朝8時から1日がかりで，会員の土
場でダンプやユンボ等の機材を使い，約1トンある大型“土
のう”約 50体を製作，提供いただきました。なお、提供
いただいた，大型“土のう”は土砂災害等の応急処置と
してを使わせていただきます。

　軽トラ市は，市民有志でつくるグループが，地域活性化
のため企画しており，第 3回目となる今回は，“頑張ろう
熊本”と復興を目的として開催しました。開催前日には震
度 4の地震が発生し，また当日早朝は，大雨警報が発表
されるなど，開催が心配されましたが，開始時間の11時
には雨も上がり，無事にスタート。会場では，約 20の出
展者が物品の販売や貝汁のプレゼント，子ども限定の虫く
じなどを行い，また，今回から新たに登場したステージでは，
宇土の親父バンド「スマイルスマイル」の演奏やカラオケ
大会が行われました。

　立岡自然公園で花園クリエイティブ会員による「ぜんざ
い」「お餅」「お茶」などの接待が行われました。
　桜の名所として有名な立岡自然公園ですが，5月末か
ら6月初旬まで，花菖蒲の名所に変身。花菖蒲は，地域
の市民活動団体，「花園クリエイティブクラブ」が，定植，
管理しており，代表の上村さんは，「現在花の苗は約5,700
本ですが，今後はもっと増やす予定です。まだ1年目なの
で，満足いく状態ではありませんが，会員が汗を流して育
てたものです。全員の思いが1年目で花を咲かせました」
と語りました。

　網田地区の献穀田で，皇室行事の新嘗祭（にいなめさ
い）に奉献する米の「御田植祭（おたうえさい）」が行
われました。新嘗祭は，毎年11月23日に天皇陛下が新
穀を神々に供えられ，ご自身も食される収穫と感謝のお祭
りであり，このお祭りに供する精米一升と精粟 5合が全国
の都道府県の農家から奉献されます。宇土市の献穀者は，
網田地区在住の福島清幸さん・一世さんご夫妻です。
　御田植祭の神事では，地元網田中学校の生徒16人が，
田男，早乙女を務め，その若 し々い姿に元気をいただきま
した。

大型“土のう”を50体いただきました

がんばろう熊本「復興うと軽トラ市」開催

立岡自然公園が花菖蒲の名所へ

網田地区で献穀事業「御田植祭」が行われました

6月5日　宇土市建設業協会青年部

6月19日　うと軽トラ市実行委員会

5月27日～29日　花園クリエイティブクラブ

6月18日　宇土市では何と49年ぶりの事業！！

大型土のうを製作いただいた青年部の皆さん

軽トラ市会場（住吉海岸公園隣）の様子

接待を担当された女性会員の皆さん

田男・早乙女を務めた網田中学校の生徒の皆さん
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知っておきたい国民年金

≪平成28年度免除が承認された場合の保険料額≫
免除区分 保険料額（月額）
全額免除 0円

4分の3免除 4,070円
半額免除 8,130円

4分の 1免除 12,200円

7月は障害基礎年金の現況届提出月です
　障害基礎年金を受給中の方で現況届の提出が必要な方は , 日本年金機構から 7 月上旬に「現況届」用紙が送付
されます。用紙に必要事項を記入し , 7 月 31 日までに指定の場所に提出してください。
※現況届に併せて「診断書」の提出が必要な場合は , 現況届欄がある診断書用紙が送付されますので , 医師に記

入してもらい , 期限までに提出してください。
※現況届を期限までに提出しなかった場合は , 年金の支払いが一時差し止めになりますので , ご注意ください。

年金保険料の納付に困ったときは…
　国民年金保険料を未納のままにしておくと , 老後の年金だけでなく , 病気やけがで障が
いの状態になったときに年金が受けられない場合があります。国民年金には , 保険料の免
除や納付猶予の制度があります。納付が困難な場合は , ご相談ください。
※免除や納付猶予を受けるには , 期限までに申請が必要です。

自営業や離職された人などには…　　
保険料免除制度

　申請者本人 , その配偶者 , 世帯主それぞれの所得が一定
以下の場合や , 離職したことで国民年金保険料の納付が
困難な方のために , 前年の所得に応じて次の 4 段階の免
除制度があります。
　また , 被災によって国民年金保険料の納付が困難なとき
は,災害による特例免除を受けられる場合があります。（②
参照）
・平成 28 年度（平成 28 年 7 月～平成 29 年 6 月）の免除

申請は , ７月１日から受け付けます。
・申請時点の 2 年 1 カ月前の月分まで申請できます。

①退職（失業）による特例
　退職（失業）を理由とした免除は , 退職者本人の所得
を除外して審査を行います。免除申請の手続きの際は ,「雇
用保険受給資格者証」または「離職票」をご持参ください。
※退職の前月分から翌々年 6 月分まで対象となります。 

②災害（震災）による特例
　被災に伴い住宅 , 家財その他の財産についておおむね 2
分の 1 以上の損害（保険などによる補てんがある場合は
その分を控除）を受けられた方が対象です。半壊以上の
り災証明書 , 印鑑をご持参ください。

　年金事務所 年金相談

　熊本東年金事務所による出張相談を行ってい
ます。
期日　7 月 7 日（木）, 7 月 21 日（木）
　　　8 月 4 日（木）
時間　午前 10 時～午後 3 時
場所　保健センター 2 階看護教室
申込先　熊本東年金事務所
　　　　お客様相談室
☎ 096（367）2503
※年金相談は予約制です

50歳未満の人には…
納付猶予制度

　本人と配偶者の所得が一定以下の場合 , 保険料
を後払いできます。

学生の人は…
学生納付特例制度

　在学期間中の国民年金保険料の免除申請ができ
ます。
 ・平成 28 年度分（平成 28 年 4 月～平成 29 年 3

月まで）の免除申請を受付中です。申請には「学
生証」または「在学証明書」が必要です。

 ・申請時点の 2 年 1 カ月前の月分まで申請でき
ます。

保険課　国保年金係
　☎ 0964（22）1111（内線 424）
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有
明
海
の
激
し
い
干
満
差
は
、
そ
の
ま
ま
で

は
川
伝
い
に
か
な
り
上
流
ま
で
海
水
が
入
り
、

周
辺
の
田
畑
に
塩
害
等
の
打
撃
を
与
え
ま
す
。

そ
こ
で
、
河
口
付
近
で
川
を
大
き
く
曲
げ
、
遊

水
地
と
す
る
こ
と
で
、
潮
が
上
が
る
時
間
を
稼

ぎ
、
川
の
奥
ま
で
潮
が
上
が
る
の
を
防
げ
ま
す
。

そ
う
し
た
考
え
で
整
備
さ
れ
た
の
が
緑
川
（
現

在
の
浜
戸
川
）
河
口
付
近
の
大お

お
ま
が
り曲で
あ
り
、
整

備
を
し
た
の
は
熊
本
城
主
で
あ
っ
た
加
藤
清
正

と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
通
常
、
海
水
は
川
の
淡
水
に
対
し
て
比
重
が

重
い
た
め
、逆
流
水
で
は
最
初
に
淡
水
が
上
が
っ

て
き
ま
す
。
そ
こ
で
、
川
岸
に
堰
を
設
け
て
上

澄
み
の
淡
水
を
田
に
引
き
込
み
、
海
水
が
混
じ

る
前
に
堰
を
閉
じ
る
こ
と
で
塩
害
を
防
ぐ
。
こ

れ
が
逆
流
水
灌
漑
で
す
。
堰
を
閉
じ
る
タ
イ
ミ

ン
グ
次
第
で
常
に
塩
害
の
危
険
と
隣
合
わ
せ
の

方
法
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
農
業
用
水
の
確
保
が

困
難
だ
っ
た
先
人
の
苦
労
と
工
夫
す
る
姿
が
し

の
ば
れ
ま
す
。こ
う
し
た
堰
は
今
も
各
所
に
残
っ

て
い
ま
す
。

　
昭
和
３
年
、
当
時
の
内
務
省
が
設
計
し
た
緑

川
の
河
川
改
修
計
画
に
よ
り
、
江
戸
時
代
に
掘

ら
れ
た
分
水
路
（
嘉
永
新
川
）
を
緑
川
の
本
流

と
し
て
大
規
模
に
拡
幅
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
浜
戸
川
や
船
場
川
で
は
水

量
が
減
り
、
逆
流
水
灌
漑
に
よ
る
農
業
用
水
の

確
保
が
困
難
と
な
る
た
め
、
影
響
を
受
け
る
地

域
か
ら
計
画
変
更
を
求
め
る
声
が
上
が
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
交
渉
の
決
着
を
待
た
ず
事
業
は
進

め
ら
れ
、
昭
和
6
年
に
は
緑
川
本
流
は
現
在
の
流

路
へ
と
切
り
替
わ
り
ま
し
た
。
足
り
な
く
な
る
農

温
故
知
新
～
う
と
学
だ
よ
り
～

宇
土
の
逆
流
水
灌か
ん
が
い漑

第23回

蛇行する旧緑川（現浜戸川）
（肥後国中之絵図〔正保国絵図〕1644～ 1647年頃）

　
干
満
の
差
が
激
し
い
有
明
海
で
は
、
満
潮
時
、
上
が
っ
て
く
る
海
水
に
押
さ
れ
て
川
の

水
が
逆
流
す
る
現
象
が
起
こ
り
ま
す
。
か
つ
て
宇
土
周
辺
で
は
「
押
水
」
と
呼
ば
れ
る
こ

の
水
を
引
き
込
ん
で
田
を
潤
す
「
逆
流
水
灌
漑
」
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
今
回
は
こ
れ

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

緑
川
の
大
曲

逆
流
水
の
利
用

昭
和
の
河
川
改
修
と
逆
流
水
灌
漑
の
消
滅
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業
用
水
に
つ
い
て
は
新
た
に
緑
川
の
上
流
か
ら
取

水
す
る
こ
と
と
な
り
、
そ
れ
に
伴
う
施
設
管
理
を

行
う
「
宇
土
町
外
八
ヶ
村
普
通
水
利
組
合
」（
現

在
の
「
宇
土
八
水
土
地
改
良
区
」）
が
昭
和
9
年

に
組
織
さ
れ
ま
し
た
。

　
川
が
氾
濫
し
易
く
な
る
こ
と
と
引
き
換
え
て

も
、
上
流
の
田
畑
を
塩
害
か
ら
守
り
、
灌
漑
に

よ
る
農
業
生
産
の
向
上
を
重
視
し
た
江
戸
時
代

の
人
々
。
一
方
、
洪
水
災
害
の
軽
減
を
第
一
と

し
て
河
川
改
修
を
行
っ
た
昭
和
期
の
内
務
省
。

こ
う
し
た
利
水
と
治
水
の
せ
め
ぎ
合
い
の
中
で

生
ま
れ
、
消
え
て
い
っ
た
逆
流
水
灌
漑
の
歴
史

は
、
先
人
の
知
恵
や
技
術
だ
け
で
な
く
、
災
害

対
策
と
ま
ち
づ
く
り
を
ど
う
考
え
る
か
、
さ
ま
ざ

ま
な
示
唆
を
私
た
ち
に
与
え
て
く
れ
ま
す
。

宇
土
の
歴
史
に
関
す
る
資
料
が
満
載
「
う
と
学
資

料
室
」（
教
育
委
員
会
１
階
）に
お
越
し
く
だ
さ
い
！

開
室
時
間
　
月
曜
～
金
曜

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
（
受
付
午
後
4

時
30
分
ま
で
）
※
土
日
祝
日
、
年
末
年
始
は
閉
室

大坪川に残る「馬の瀬堰」（松原町）

『再検証 小西行長』第 2 集

　平成 22 年度に開催された「再検証　小西行
長」講演会（第 5 回～第 7 回）の講演録。行
長の城づくりをテーマにした講演や加藤清正
との関係を掘り下げたトークバトル等を収録
A5 判　192 頁
1 冊　1,080 円　

『小西行長基礎資料集―補遺―

うと学研究第 37 号』　
　平成 17 年刊行の『小西行長基礎資料集　宇
土市史研究第 26 号』に未掲載の史料 114 点を
収録。石田三成宛書状等掲載。
A4 判 72 頁
1 冊　1,000 円

　市教育委員会では , 小西行
長関連書籍を 2 種刊行しま
した。文化課で販売してい
ますので , 小西行長に興味を
お持ちの方はぜひご活用く
ださい。なお , 市立図書館で
も閲覧できます。

待望の小西行長本
２冊同時に刊行！

　
地
震
に
よ
り
、
地
域
に
残
さ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な

歴
史
資
料
や
文
化
財
が
被
災
し
ま
し
た
。
こ
の
消

失
・
廃
棄
の
危
機
に
瀕
し
た
歴
史
資
料
や
文
化
財

を
救
出
・
保
存
す
る
た
め
、「
熊
本
被
災
史
料
レ
ス

キ
ュ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
団
体
か
ら
被
災
し
た
歴
史
史
料
・
文
化
財
の
取

り
扱
い
に
つ
い
て
お
願
い
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
市

民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
被
災
し
た
歴
史
史
料
・
文
化
財
の
取
扱
】

①
建
物
の
解
体
や
復
旧
、
災
害
ゴ
ミ
の
廃
棄
な
ど

に
お
い
て
は
、
そ
の
中
に
貴
重
な
歴
史
資
料
・

文
化
財
が
含
ま
れ
て
い
な
い
か
十
分
に
ご
配
慮

く
だ
さ
い
。 

②
歴
史
的
建
造
物
の
危
険
度
判
定
で
「
要
注
意
」

や
「
危
険
」
と
判
定
さ
れ
た
も
の
で
も
、
復
旧

で
き
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
即
座
に
取

り
壊
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

③
被
災
し
た
建
造
物
の
内
部
に
美
術
工
芸
品
や
古
文

書
等
が
あ
る
場
合
は
、
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
等
を
使
用

し
、
で
き
る
だ
け
雨
露
が
し
の
げ
る
よ
う
ご
配
慮

く
だ
さ
い
。

④
そ
の
他
、
被
災
文
化
財
の
取
り
扱
い
で
お
困
り
の

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、随
時
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

文化課　文化係　☎ ︎（23）0156

地
震
で
被
災
し
た
歴
史
資
料
・

建
造
物
の
保
全
を
お
願
い
し
ま
す
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発
達
に
違
い
の
あ
る

子
ど
も
た
ち

　
３
月
号
前
編
に
引
き
続
き
、
発
達
性
読

み
書
き
障
が
い
（
以
下
デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
）

に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。
デ
ィ
ス
レ
ク
シ

ア
の
症
状
は
「
字
を
読
ん
だ
り
書
い
た
り

す
る
の
が
苦
手
」
で
す
が
、
聴
力
や
視
力

に
問
題
は
な
く
（
見
え
方
や
聴
こ
え
方

に
は
問
題
が
あ
る
場
合
が
あ
る
）、
知
能

も
遅
れ
が
あ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
字
」
と
い
う
記
号
と
、
こ
と
ば
の
「
音
」

が
結
び
つ
き
に
く
い
高
次
脳
機
能
障
が
い

で
す
。
そ
の
た
め
、
一
音
一
文
字
対
応
の

ひ
ら
が
な
は
読
め
て
も
、
一
文
字
に
い
く

つ
も
の
読
み
方
が
あ
る
漢
字
は
読
め
な

い
、
ゴ
シ
ッ
ク
体
は
読
め
て
も
明
朝
体
は

読
め
な
い
、
文
字
そ
の
も
の
が
歪
ん
だ
り
、

ぼ
や
け
た
り
、
動
い
た
り
、
二
重
に
見
え

た
り
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

作
業
記
憶
（
ワ
ー
キ
ン
グ
メ
モ
リ
ー
）
が

弱
く
、
黒
板
を
見
て
ノ
ー
ト
に
写
す
間
に

忘
れ
て
し
ま
っ
た
り
、
答
え
が
解
っ
て
手

を
挙
げ
て
い
る
う
ち
に
忘
れ
て
し
ま
っ
た

り
、
テ
ス
ト
の
問
題
文
を
読
み
終
え
た
時

に
は
書
か
れ
て
い
た
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま

う
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
、
デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
を
持
つ
子
の
困
難

さ
は
一
人
一
人
違
い
ま
す
。

　
生
ま
れ
つ
き
脳
の
機
能
に
違
い
が
あ

り
、
他
の
子
ど
も
達
と
同
じ
ス
タ
ー
ト
ラ

イ
ン
に
立
っ
て
い
な
い
の
に
、
同
じ
こ
と

が
で
き
な
い
と
怠
け
て
い
る
、
努
力
不
足

だ
と
言
わ
れ
る
、
そ
の
よ
う
な
子
ど
も
達

に
苦
手
な
読
み
書
き
に
対
し
、
配
慮
の
な

い
努
力
を
強
い
る
こ
と
は
、
で
き
な
い
自

分
を
自
覚
で
き
る
子
ど
も
達
に
、
劣
等
感

と
孤
独
感
を
積
み
重
ね
て
い
く
だ
け
の
結

果
と
な
り
ま
す
。

『
発
達
性
読
み
書
き
障
が
い

（
発
達
性
デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
）』（
中
編
）

文字が歪む・逆さ文字に見える
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平
成
28
年
４
月
１
日
よ
り
「
障
が
い
者

差
別
解
消
法
」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
　
　

　
こ
の
中
に
あ
る
「
合
理
的
配
慮
」
と
は
、

行
政
機
関
等
（
学
校
も
含
む
）
は
障
が
い

を
持
つ
人
（
子
ど
も
）
が
、
社
会
的
障
壁

の
除
去
を
申
し
出
た
場
合
、
そ
の
実
施
に

伴
う
負
担
が
大
き
過
ぎ
な
け
れ
ば
、
そ
の

人
の
状
態
に
応
じ
た
配
慮
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
、
と
い
う
も
の
で
す
。

　
デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
の
子
ど
も
達
は
「
学

び
方
の
違
う
子
ど
も
達
」
で
あ
り
、
合
理

的
配
慮
を
必
要
と
し
ま
す
。
周
囲
の
子
ど

も
達
と
同
じ
速
度
で
、
同
じ
や
り
方
で
進

ん
で
行
く
た
め
に
は
、
５
倍
～
10
倍
の
努

力
を
必
要
と
し
、
あ
ま
り
に
読
み
書
き
に

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
い
過
ぎ
て
い
る
と
、
学

習
の
楽
し
さ
や
達
成
感
と
い
う
も
の
を
味

わ
え
ぬ
ま
ま
過
ご
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　
第
一
の
配
慮
は
、
読
み
書
き
が
苦
手
な

こ
と
で
周
囲
の
子
ど
も
か
ら
非
難
を
受
け

た
り
、
大
勢
の
前
で
叱
ら
れ
た
り
馬
鹿
に

さ
れ
た
り
と
い
う
環
境
を
、
絶
対
に
作
ら

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
ま
ず
は
お
子
さ
ん
が
、
何
が
で
き
て
何

が
苦
手
な
の
か
を
把
握
し
た
上
で
、
本
人

が
便
利
で
あ
る
と
思
う
方
法
、
そ
の
子
の

こ
れ
か
ら
の
社
会
生
活
を
考
え
活
か
せ
る

方
法
を
選
択
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
例
え
ば
授
業
中
、
時
間
内
に
黒
板
の
文

字
を
写
せ
な
い
子
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
板

書
の
予
定
を
渡
し
て
お
く
・
板
書
の
写
真

を
撮
る
、
聞
き
な

が
ら
書
く
こ
と
が

難
し
い
子
に
は
録

音
機
能
を
使
う
な

ど
、
パ
ソ
コ
ン
、

iPad
な
ど
の
電

子
機
器
を
活
用
す

る
こ
と
も
合
理
的

配
慮
で
す
。
ほ
か

に
宿
題
を
写
真
で

撮
り
、
ア
プ
リ
を

使
っ
て
活
字
で
解

答
を
入
れ
込
ん
だ

り
（U

PA
D
3

）、

写
真
の
プ
リ
ン
ト

の
文
字
を
読
み
上

げ
た
り
（
タ
ッ
チ

&
リ
ー
ド
）
と
い

う
こ
と
も
可
能
で

す
。
　

　
マ
ル
チ
メ
デ
ィ

ア
デ
イ
ジ
ー
教
科
書
は
、
公
益
財
団
法

人
日
本
障
害
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

協
会
に
よ
り
、
学
校
で
使
用
す
る
教
科

書
を
無
償
で
デ
ジ
タ
ル
化
し
た
も
の
で
、

パ
ソ
コ
ン
やiPad

で
読
み
上
げ
で
く
れ

ま
す
。

　
具
体
的
な
合
理
的
配
慮
に
関
し
て
は
、

文
部
科
学
省
サ
イ
ト
、IC

T

活
用
ハ
ン

ド
ブ
ッ
ク
（
筑
波
大
学
）
な
ど
も
参
考

に
な
り
ま
す
。
次
回
で
は
、
家
庭
で
の

配
慮
や
読
み
書
き
に
つ
な
が
る
様
々
な

練
習
方
法
に
つ
い
て
触
れ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
市
で
は
、「
障
が
い
の
あ
る
人
、
な
い

人
に
か
か
わ
ら
ず
　
だ
れ
も
が
い
き
い
き

と
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を

基
本
理
念
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
回
も
、
市
内
で
子
ど
も
の
発
達
支
援

に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
ま

い
す
て
っ
ぷ
」
か
ら
、
発
達
に
違
い
の
あ

る
子
ど
も
達
に
つ
い
て
市
民
の
皆
さ
ん
に

正
し
く
理
解
い
た
だ
く
た
め
に
、
文
章
を

寄
稿
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

参
考
文
献

・
読
み
書
き
障
害
（
デ
ィ
ス
レ
ク
シ

ア
）
の
す
べ
て
＼
サ
リ
ー
・
シ
ェ

イ
ウ
ィ
ッ
ツ

・
怠
け
て
な
ん
か
い
な
い
！
ゼ
ロ

シ
ー
ズ
ン
、
セ
カ
ン
ド
シ
ー
ズ
ン

＼
品
川
裕
香

・
キ
ミ
は
キ
ミ
の
ま
ま
で
い
い
＼

N
PO

法
人ED

G
E

・
南
雲
明
彦
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
サ
イ
ト

＼
デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
に
つ
い
て

・
エ
ン
ジ
ョ
イ
・
デ
イ
ジ
ー
＼
公
益

財
団
法
人
日
本
障
害
者
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
協
会

・IC
T

活
用
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
＼
筑
波

大
学
文
部
科
学
省
調
査
研
究
委
託

事
業

・
「
合
理
的
配
慮
に
つ
い
て
」
資
料

＼
文
部
科
学
省

合
理
的
配
慮
に
つ
い
て

読
み
書
き
が
苦
手
な

子
ど
も
へ
の
合
理
的
配
慮
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7
月
か
ら
の
複
合
健
診
は
、
次
の
日
程

で
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
健
診
を
申
し
込

ま
れ
て
い
な
い
方
の
追
加
申
し
込
み
を
受

け
付
け
ま
す
の
で
、日
程
を
確
認
の
う
え
、

保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
電
話
等
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

 

・
す
べ
て
の
検
診
を
受
け
る
方
の
所
要
時

間
は
、
男
性
90
分
、
女
性
1
2
0
分

程
度
で
す
。

 

・
前
立
腺
が
ん
検
診
、
骨
粗
鬆
症
検
診
の

受
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
当
日
受
付

に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

会
場
　
保
健
セ
ン
タ
ー

7
月1

日
（
金
）、2
日
（
土
）、3
日
（
日
）、

4
日
（
月
）、5
日
（
火
）、6
日
（
水
）、

7
日
（
木
）、8
日
（
金
）、9
日
（
土
）、

＊
19　
日
（
火
）

8
月

　
＊
25　
日（
木
）、26
日（
金
）、27
日（
土
）、　
　

　
28
日
（
日
）、
29
日
（
月
）

9
月

　
10
日
（
土
）、11
日
（
日
）、13
日
（
火
）、

　
14
日
（
水
）

＊
印
は
地
震
に
よ
り
中
止
に
な
っ
た
健
診

の
振
替
日

※
特
定
健
診
は
40
歳
以
上
の
市
国
民
健
康

保
険
加
入
者
が
対
象
で
し
た
が
、
市
で

は
平
成
26
年
度
か
ら
、
30
歳
代
ま
で
対

象
者
を
広
げ
、
無
料
で
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

35
歳
の
方
は
節
目
健
診
と
し
て
加
入

保
険
に
関
係
な
く
無
料
で
受
診
で
き

ま
す
。

　
日
程
は
カ
レ
ン
ダ
ー
（
P2
～
P3
）
を
ご

覧
く
だ
さ
い
1
歳
6
カ
月
児
健
診
・
3
歳

児
健
診
・
幼
児
歯
科
教
室
・
2
歳
児
歯
科

健
診
の
対
象
者
に
は
通
知
を
送
付
し
ま
す
。

　
転
入
等
で
通
知
が
お
手
元
に
届
か
な
い

場
合
は
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
健
診
日
程
は
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
変
更
の
場
合
は
ご
自
宅
に
変
更
日

の
案
内
通
知
を
送
付
し
ま
す
。

　
妊
娠
が
わ
か
っ
た
ら
、
母
子
手
帳
の
交

付
を
早
め
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

対
象
者
　
市
に
住
民
票
が
あ
る
妊
婦

交
付
日
　
毎
週
火
曜
日

交
付
時
間
　
午
前
10
時
～
午
前
11
時

　（
受
付
は
午
前
10
時
～
10
時
15
分
）

内
容
　
母
子
手
帳
及
び
妊
婦
健
診
受
診
票

の
交
付
、
妊
娠
中
の
生
活
に
つ
い
て
保

健
師
・
管
理
栄
養
士
か
ら
の
説
明

保健センターだより
（
熱
中
症
に
な
ら
な
い
く
ら
し
の
工
夫
）

こ
ま
め
に
水
分
補
給
を
し
ま
し
ょ
う
　

　
室
内
で
も
、
外
出
時
で
も
、
の
ど
の
渇

き
を
感
じ
な
く
て
も
、
こ
ま
め
に
水
分
・

塩
分
、
経
口
補
水
液
※
な
ど
を
補
給
し
ま

し
ょ
う
。

※
経
口
補
水
液
と
は
、
食
塩
と
ブ
ド
ウ
糖

を
溶
か
し
た
も
の
を
い
い
ま
す
。

暑
さ
を
避
け
て
く
だ
さ
い
　

○
室
内
で
は
…

 

・
扇
風
機
や
エ
ア
コ
ン
で
温
度
を
調
節

 

・
遮
光
カ
ー
テ
ン
、
す
だ
れ
、
打
ち
水
を

　｢
熱
中
症｣

は
、
暑
さ
な
ど
に
よ
り
体
温
の
調
整
が
で
き
な
く
な
る
病
気
で
す
。

熱
中
症
に
か
か
る
と
、
め
ま
い
や
吐
き
気
、
だ
る
さ
な
ど
の
症
状
が
あ
り
、
重

症
に
な
る
と
命
に
か
か
わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　自力で水が飲めない・意識
がないときは , すぐに救急車
を！

利
用

 

・
温
度
計
で
室
温
を
こ
ま
め
に
確
認
　

　（
室
温
は
28
℃
よ
り
低
く
、
湿
度
は

70
％
よ
り
低
く
な
る
よ
う
設
定
）

○
外
出
時
は
…

 

・
日
傘
や
帽
子
の
着
用

 
・
日
陰
の
利
用
、
こ
ま
め
な
休
憩

 
・
天
気
の
よ
い
日
は
、
日
中
の
外
出
を
で

き
る
だ
け
控
え
る

○
か
ら
だ
に
熱
を
溜
め
な
い
た
め
に
…

 

・
通
気
性
の
よ
い
、
吸
湿
性
・
速
乾
性
の

あ
る
衣
服
を
着
用
す
る
 

・保
冷
剤
、
氷
、
冷
た
い
タ
オ
ル
な
ど
で
、

か
ら
だ
を
冷
や
す

 　気温が急に上がった日 , 家の
片づけなどの作業を行うとき車
やテントの中などでは特に注意
しましょう

めまい・立ちくらみ・手足の
しびれ・こむらがえり・気
分が悪い・頭痛・吐き気・嘔
吐（おうと）だるさ・虚脱感・
いつもと様子が違う

こんな症状がみられたら

◆涼しい場所へ移動する
◆体を冷やす
◆水分補給

熱
中
症
予
防
の
た
め
に

複
合
健
診
を

　
　
実
施
し
て
い
ま
す

乳
幼
児
健
診
・
教
室

母
子
手
帳
交
付

☎（22）2300
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持
参
す
る
も
の

　
妊
娠
届
出
書
（
お
持
ち
で
な
い
場
合
は

保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
）

　
個
人
番
号
カ
ー
ド
ま
た
は
、
通
知
カ
ー

ド
及
び
次
の
う
ち
い
ず
れ
か

 

・
運
転
免
許
証
な
ど
顔
写
真
の
あ
る
公
的

な
証
明
書
1
点
。

 

・
健
康
保
険
証
な
ど
顔
写
真
の
な
い
公
共

的
な
証
明
書
2
点

※
事
前
に
電
話
で
の
予
約
が
必
要
で
す
。

　
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
毎
週
金
曜
日
に

健
康
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん

か
ら
高
齢
者
の
方
ま
で
、
ど
な
た
で
も
利

用
で
き
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

 

・
受
付
時
間
：
午
前
9
時
～
午
前
11
時

 

・
内
容
：
身
体
測
定
・
体
脂
肪
測
定
・
食

事
相
談
　
な
ど

＊
事
前
に
電
話
で
の
予
約
が
必
要
で
す
。

保健センターだより

予防接種は受けられる期間が決まっています。 成人用肺炎球菌予防接種を行う医療機関（宇土市内）
平成28年度の対象者 　生年月日

1 65 歳となる方 昭和 26 年 4 月 2 日～昭和 27 年 4 月 1 日
2 70 歳となる方 昭和 21 年 4 月 2 日～昭和 22 年 4 月 1 日
3 75 歳となる方 昭和 16 年 4 月 2 日～昭和 17 年 4 月 1 日
4 80 歳となる方 昭和 11 年 4 月 2 日～昭和 12 年 4 月 1 日
5 85 歳となる方 昭和  6  年 4 月 2 日～昭和  7  年 4 月 1 日
6 90 歳となる方 大正 15 年 4 月 2 日～昭和  2  年 4 月 1 日
7 95 歳となる方 大正 10 年 4 月 2 日～大正 11 年 4 月 1 日
8 100 歳となる方 大正  5 年 4 月 2 日～大正  6 年 4 月 1 日

9
60 歳から 65 歳未満で ,「心臓、腎臓、呼吸器の機能」または「HIV
による免疫の機能」に障がいを有する人（身体障害者手帳1級程度）
＊9に該当される方は保健センターまでご連絡ください。

医療機関名 TEL
上野小児科医院（城之浦町） （22）0324
宇土中央クリニック（浦田町） （22）1600
尾崎医院（本町 1 丁目） （22）0241
金森医院（本町 6 丁目） （22）0017
近藤クリニック（松山町） （23）5558
七川医院（浦田町） （22）0555
福田医院（本町 3 丁目） （22）0002
本多胃腸科内科医院（浦田町） （22）3692
松田内科循環器科クリニック（三拾町） （23）6555
みどりかわクリニック（野鶴町） （22）1171
もろが整形外科医院（旭町） （23）2341
やまもと泌尿器科クリニック（南段原町）（58）1411
吉窪内科放射線科医院（入地町） （22）3203

  65 歳以上の対象となる方は ,  肺炎球菌ワクチンを！
　肺炎は日本人の死因第 3 位です。特に高齢者の死亡率は高くなっ
ています。このような肺炎のうち 1/4 ～ 1/3 が肺炎球菌によるも
のと考えられています。
　肺炎球菌ワクチンは，接種することで重症化防止などの効果が期
待できます。
　今年度，定期接種の対象となる方には，はがきをお送りしています。
◎定期予防接種の対象は生涯 1 回のみです。今後この定期予防接種

の対象にはなりません。
◎これまでに一度でも成人用肺炎球菌ワクチンを受けたことがある

方は対象になりません。
◎次の対象者は，1 人 1 回 4,000 円まで助成があります。
　（市内医療機関の場合，接種料金が 8,600 円なので，自己負担額

は 4,600 円です。）
＊接種当日は必ずはがきを持参してください。予診票は各医療機関

に備え付けてあります。
＊市外の医療機関で接種する場合は，保健センターで事前に手続き

が必要です。

  年長さんは，麻しん・風しんを！
麻しん・風しん（MR）ワクチン 2 期
平成 22 年 4 月 2 日～平成 23 年 4 月 1 日生まれ

（就学前 1 年間）

  6 年生は，ジフテリア・破傷風を！
ジフテリア・破傷風（DT）ワクチン
平成 16 年 4 月 2 日～平成 17 年 4 月 1 日生まれ

（小学 6 年生）

注）ジフテリア・破傷風ワクチンを受ける方へ
　乳幼児期に，ジフテリア・破傷風・百日ぜき三種混合ワクチ
ン（DPT）を受けていない方は，十分な効果が得られない可能
性があるため，事前に三種混合ワクチン又は四種混合ワクチン

（DPT-IPV）を受けておくことをお勧めします。（7 歳半以上の
方が上記ワクチンを受ける場合は，有料です。）
　詳しい受け方については，保健センターまでご相談ください。

健
康
相
談

予防接種は受けられる期間が決まっています！
早めに受けましょう
　次の予防接種は，受けられる期間が1年間しかありませんので，できるだけ早く受けましょ
う。（対象者には通知をお送りしています。）

☎（22）2300
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△

松
山
町
　
　
椎
葉
　
浩
一
　
亡
　
母
　
咲
子
（
八
八
）

△

網
津
町
　
　
橘
　
キ
ヌ
エ
　
亡
　
夫
　
博
之
（
八
二
）

△

戸
口
町
　
　
曽
方
　
富
広
　
亡
　
父
　
冨
加
男
（
八
三
）

△

神
合
町
　
　
影
山
　
年
枝
　
亡
　
兄
　
通
晴
（
八
二
）

△

網
津
町
　
　
前
田
　
和
昭
　
亡
　
母
　
ハ
ツ
子
（
九
三
）

　
市
社
協
に
次
の
方
々
か
ら
香
典
返
し
と
し
て
、
寄
付

が
あ
り
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に

故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

香
典
返
し

香
典
返
し

△

入
地
町
　
　
鶴
山
　
八
代
　
亡
　
夫
　
和
也
（
六
三
）

△

茨
城
県
築
西
市
　
澤
田
　
伸
也
　
亡
　
母
　
ス
エ
子
（
八
八
）

△

岩
古
曽
町
　
今
村
　
　
弘
　
亡
　
父
　
幸
人
（
九
四
）

△

網
津
町
　
　
野
村
マ
ス
エ
　
亡
　
夫
　
等
（
八
四
）

△

下
網
田
町
　
平
川
　
　
晃
　
亡
二
男
　
竜
二
（
四
六
）

△

上
網
田
町
　
加
悦
　
正
一
　
亡
　
母
　
マ
サ
子
（
九
一
）

△

住
吉
町
　
　
川
本
　
国
子
　
亡
　
夫
　
治
也
（
七
九
）

△

神
馬
町
　
　
林
田
　
満
広
　
亡
　
父
　
滿
輝
（
八
三
）

△

神
馬
町
　
　
宮
田
　
光
春
　
亡
　
母
　
ハ
ル
エ
（
九
一
）

△

椿
原
町
　
　
田
代
　
弘
美
　
亡
　
母
　
小
糸
キ
ヨ
メ
（
九
一
）

△

長
浜
町
　
　
竹
口
　
政
勝
　
亡
　
母
　
智
代
子
（
八
五
）

△

網
津
町
　
　
山
本
　
幸
敏
　
亡
　
母
　
幸
（
九
三
）

△

境
目
町
　
　
上
田
マ
サ
子
　
亡
　
夫
　
重
義
（
八
七
）

△

石
小
路
町
　
岡
田
　
和
子
　
亡
　
母
　
森
田
靜
江
（
九
六
）

△

城
塚
町
　
　
中
山
ひ
と
み
　
亡
　
母
　
清
子
（
八
五
）

△

戸
口
町
　
　
上
村
　
文
治
　
亡
　
母
　
慶
子
（
八
二
）

△

野
鶴
町
　
　
森
下
　
育
子
　
亡
　
夫
　
一
芳
（
八
○
）

△

旭
町
　
　
　
元
田
喜
美
恵
　
亡
　
夫
　
哲
哉
（
八
六
）

△

野
鶴
町
　
　
野
添
　
軍
紀
　
亡
叔
母
　
ア
キ
エ
（
八
八
）

△

住
吉
町
　
　
西
山
　
民
子
　
亡
　
母
　
キ
ク
エ
（
一
○
三
）

△

赤
瀬
町
　
　
佐
藤
美
智
子
　
亡
　
夫
　
義
光
（
六
六
）　

△

網
津
町
　
　
内
田
　
勝
喜
　
亡
　
母
　
タ
ツ
（
九
九
）

△

野
鶴
町
　
　
前
田
　
政
江
　
亡
　
夫
　
羊
一
（
八
五
）

△

網
津
町
　
　
坂
口
テ
ル
子
　
亡
　
夫
　
新
吾
（
八
九
）

△

岩
古
曽
町
　
那
須
美
津
子
　
亡
　
夫
　
靜
雄
（
六
九
）

△

宇
城
市
松
橋
町
　
緒
方
　
洋
子
　
亡
叔
母
　
福
井
レ
イ
子
（
八
九
）

△

古
城
町
　
　
橋
本
　
郁
文
　
亡
　
母
　
敏
子
（
八
三
）

△

網
津
町
　
　
小
田
サ
ツ
キ
　
亡
　
夫
　
守
（
七
八
）

△

入
地
町
　
　
筑
濱
　
一
郎
　
亡
　
母
　
テ
ツ
子
（
七
九
）

△

笹
原
町
　
　
満
本
　
君
子
　
亡
　
夫
　
幸
一
（
七
七
）

△

新
松
原
町
　
山
本
　
敬
一
　
亡
　
父
　
義
行
（
八
四
）

　
市
社
協
へ
の
寄
付
は
、
申
告
等
に
よ
っ
て
、
所

得
税
法
（
第
78
条
）
や
地
方
税
法
（
第
37
条
）
の
「
寄

付
金
控
除
」
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
5
月
25

日
受
付
分
ま
で
を
掲
載
）。

　表
紙
の
写
真
は
網
田
地
区
で

行
わ
れ
て
い
る
献
穀
事
業
「
御

田
植
祭
」
の
様
子
で
す
。
献
穀

事
業
は
、
熊
本
地
震
の
被
害
が

大
き
く
、
関
係
者
が
災
害
対
応

に
追
わ
れ
、
開
催
は
難
し
い
状

況
で
し
た
。
し
か
し
、
地
元
網

田
地
区
の
皆
さ
ん
の
熱
意
と
ご

尽
力
で
何
と
か
準
備
が
間
に
合

い
、
宇
城
地
区
で
は
10
年
ぶ
り
。

宇
土
市
で
は
何
と
49
年
ぶ
り
に

実
施
で
き
た
記
念
す
べ
き
事
業

で
す
。

▼
熊
本
地
震
発
生
か
ら
2
カ
月

が
過
ぎ
、
余
震
の
回
数
は
減
っ

て
は
き
ま
し
た
が
、
日
常
を
取

り
戻
す
に
は
、
ま
だ
ま
だ
時
間

が
か
か
り
ま
す
。「
広
報
う
と
」

は
、
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
の
お

役
に
立
て
る
よ
う
、
情
報
の
収

集
・
発
信
に
努
め
ま
す
。（
東
）

図書館だより ●開館時間　　午前 9時 30 分～午後 5時
●休館日　　　毎週木曜日 , 祝日 , 年末年始
●問い合わせ　宇土市立図書館☎（22）4512７月のおすすめ図書

幼児向け 小学生向け幼児向け

もとこども ヤマネコとウミネコウミガメものがたり
PICKUP01 PICKUP03PICKUP02

富安　陽子　作／いとうひろし　絵 野中　柊　作／姫野　はやみ　絵鈴木　まもる　作・絵

どんな大人も，みんな〈もと こども〉だった
ことに初めて気がついた子どもの驚きが，ユー
モラスに描かれた絵本！

父さんにつれられ，はじめて海へ行ったヤマネ
コの兄妹ヤンとネネ。友だちになったウミネコ
からもらった青い扉。カギがかかってしまっ
たふしぎな扉の前で兄妹が毎日遊んでいると
……。山と海のいのちが響き合う，奇跡の物語。

だれもいない夏のすなはま。海の中からなにか
がやってきました。ウミガメのお母さんがたま
ごを生みにきました。生まれた子ガメたちは，
海にむかいます……。厳しくも豊かな自然を生
きるウミガメの成長を描いた物語。

入札月日 件名 予定価格（税込）
落札金額（税込） 落札業者 指名

業者数 工期

5 月 17 日 小部田・直築線
離合箇所設置工事

3,149,280 円
3,045,600 円 ㈱ロッケン 13 H28.5.27 ～ 7.19

予定価格（建設工事）や入札の経緯などは , 財政課で閲覧することができます。
財政課 契約管財係　☎（22）1111（内線 217）

公共工事等入札結果
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蝉
の
大
合
唱
に
夏
の
訪
れ
を

知
る
季
節
を
迎
え
ま
し
た
。
4

月
14
日
、
16
日
の
熊
本
地
震
で

市
役
所
本
庁
舎
が
損
壊
し
、
市

民
体
育
館
等
を
臨
時
の
庁
舎
と

し
て
業
務
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
が
、
現
在
、
市
役
所
北
側

の
駐
車
場
に
今
月
中
の
完
成
を

目
指
し
て
プ
レ
ハ
ブ
の
仮
庁
舎

を
建
設
中
で
す
。
仮
庁
舎
へ
の

移
転
完
了
ま
で
は
も
う
し
ば
ら

く
時
間
が
か
か
り
ま
す
の
で
、

市
民
の
皆
様
に
は
そ
の
間
、
大

変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
地
震
以
後
、
通
常
業

務
に
加
え
、
り
災
証
明
の
発
行

や
住
宅
再
建
に
向
け
た
相
談
、

復
興
に
向
け
た
業
務
な
ど
が
急

増
し
て
い
ま
す
。
市
職
員
だ
け

で
は
明
ら
か
に
マ
ン
パ
ワ
ー
の

不
足
な
の
で
す
が
、
こ
れ
ま
で

に
長
崎
県
や
沖
縄
県
、
東
京
都

世
田
谷
区
・
中
野
区
・
渋
谷
区
、

千
葉
県
柏
市
、
奈
良
県
奈
良
市

な
ど
、
全
国
の
自
治
体
か
ら

応
援
職
員
の
皆
さ
ん
に
多
数
駆

け
つ
け
て
い
た
だ
き
、
避
難
所

の
運
営
や
様
々
な
復
旧
業
務
に

奔
走
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
そ
の
お
か
げ
で
少
し
ず
つ

で
す
が
、
通
常
業
務
も
復
活
し

水
や
氾
濫
、
低
地
の
浸
水
や
土

砂
崩
れ
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
警
察
、
消
防
等
の

懸
命
な
救
助
が
行
わ
れ
ま
し
た

が
、
こ
の
土
砂
崩
れ
に
巻
き
込

ま
れ
不
幸
に
し
て
お
亡
く
な
り

に
な
ら
れ
た
方
も
お
ら
れ
ま

す
。
さ
ら
に
は
家
屋
の
被
害
、

農
作
物
の
甚
大
な
被
害
な
ど
も

出
て
お
り
ま
す
。
犠
牲
に
な
ら

れ
た
方
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し

ま
す
と
共
に
、
被
害
を
受
け
ら

れ
た
全
て
の
方
々
に
心
か
ら
お

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
市
と
し
ま
し
て
も
、
こ
う
し

た
被
害
に
あ
わ
れ
た
方
を
は
じ

め
、
市
民
の
皆
様
の
日
常
生
活

が
一
日
で
も
早
く
取
り
戻
せ
る

よ
う
、
昨
日
よ
り
今
日
、
今
日

よ
り
明
日
と
前
を
向
い
て
復
興

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　「
暗
い
状
態
か
ら
抜
け
出
し

再
び
明
る
い
状
態
に
戻
る
こ

と
」
と
い
う
意
味
の
『
重
見
天

日（
ち
ょ
う
け
ん
て
ん
じ
つ
）』

と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
今

は
苦
し
く
辛
い
状
態
で
す
が
、

再
び
明
る
い
状
態
に
必
ず
戻
る

と
信
じ
て
、
み
ん
な
で
力
を
合

わ
せ
て
復
興
に
向
け
て
一
歩
一

歩
進
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

始
め
ま
し
た
。
本
当
に
感
謝
し

て
も
し
き
れ
な
い
想
い
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。

　
ま
た
、
地
震
か
ら
2
カ
月
半

以
上
が
過
ぎ
ま
し
た
が
、
復
興

ま
で
の
道
の
り
は
厳
し
さ
を
感

じ
ま
す
。
さ
ら
に
、
今
も
避
難

所
や
仮
設
住
宅
で
過
ご
さ
ざ
る

を
得
な
い
方
々
、
ま
た
店
舗
の

営
業
再
開
を
断
念
せ
ざ
る
を
得

な
い
方
々
が
多
数
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
6
月
20
日

か
ら
21
日
の
未
明
に
か
け
て
梅

雨
前
線
の
影
響
で
県
下
で
は
非

常
に
激
し
い
雨
が
降
り
、
本
市

に
お
い
て
も
多
い
時
で
1
時
間

に
１
２
２
ミ
リ
の
猛
烈
な
雨
を

観
測
し
ま
し
た
。

　
市
に
お
い
て
は
、
土
砂
災

害
警
戒
情
報
の
発
表
に
伴
い
、

6
月
20
日
午
後
10
時
に
宇
土
地

区
・
走
潟
地
区
を
除
く
市
内
全

域
に
避
難
勧
告
を
発
令
し
、
6

月
20
日
時
点
で
開
設
し
て
い
た

7
カ
所
の
避
難
所
に
新
た
に
4

カ
所
を
加
え
て
、
市
内
計
11
カ

所
の
避
難
所
を
開
設
。
市
民
の

生
命
・
財
産
を
守
る
た
め
に
被

害
情
報
の
収
集
、
対
応
等
に
あ

た
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
こ
の

豪
雨
に
よ
り
市
内
の
河
川
の
増

「重見天日（ちょうけんてんじつ）」

vol.26

（H28.1.1～ 5.31）
発生件数　35 件（− 7 件）
死者数　　　0人（−1 人）
負傷者数　 49人（−19人） 

（　）は前年比
反射材　みんなに見えてる　その命

（H28.1.1 ～ 5.31）
認知総数　　　  　 36 件
強制わいせつ　　 　　  0 件
空き巣　　　　　 　　  6 件
自動車盗　　　　 　　  0 件
オートバイ盗　　 　　  4 件
自転車盗　　　　 　　  8 件
車上ねらい　　　 　　  7 件
万引き　　　　　  　  11 件

（H28.1.1 ～ 5.31）
発生件数　 ３件（− 5 件）
建物火災　     １件（− 3 件）

その他火災     ２件（−2 件）

（　）は前年比
消しましょう　その火その時　その場所で

●データでみる宇土市

市長室から

元樹だ
げんき より

人口・世帯数 犯罪認知件数交通事故発生件数 火災発生件数

（H28.5.31 現在）
人口  37,746 人（−67 人）

　　18,080 人（−39 人）
　　19,666 人（−28 人）

　　14,891 世帯（− 11世帯）
（　）は前月比

〈35〉◆2016/7◆広報うと



ハッピーバースデーに写真を掲載しませんか ？
3 歳までの子どもの写真を募集しています。

申込期限　誕生月の前月5日 ※ 5日が休日の場合は前日
募集人数　先着 12名 （ 毎月 ）
申込方法　写真にコメントを添えて ,まちづくり推進課 （ 広
報担当 ）まで申し込んでください。写真はデータでも受け
付けます。写真のみ後日提出でも可能です。

豚バラ肉の紅茶煮込み

～紅茶で煮るとくさみが取れ , やわらかく仕上がります。
　おもてなし料理やお弁当の一品にもぴったりです。～

材料（4 人分）

作 り 方

1 人あたり：327kcal

①鍋に 600ml の水を入れて沸騰させ , 紅茶のティーバックを加えて濃いめに煮出す。
② 1に豚肉を入れ , 再び沸騰したら , 落としぶたをして , 弱火で 40分煮る。
③小鍋に調味料を入れ , 軽くとろみがつくまで煮詰める（3～ 5分）。
④水菜を 4㎝の長さに切って皿に敷き , その上に 7mm程度の厚さに切った豚肉を並べる。
肉の上に 3のソースをかける。食改役員の皆さん

食改
さんおすすめ

No.59
〒

869-0432　
宇

土
市

旭
町

504番
地

　
☎

0964（22）1111　
　

　
  FA

X
0964（22）0110　メ

ー
ル

 m
achi03@

city.uto.lg.jp
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
 http://w

w
w

.city.uto.kum
am

oto.jp/　
　

　
　

Facebook https://w
w

w
.facebook.com

/utocity　
　

　
　

　
発

行
・

編
集

/宇
土

市
・

ま
ち

づ
く

り
推

進
課

広
報

 う
と

豚バラかたまり肉（300g）／水菜（1/2 袋）／紅茶ティーバック（2袋）／
酢（大さじ 2）／砂糖（大さじ 2）／しょうゆ（大さじ 2）

山
やまだ
田　茉

ま お り

央里ちゃん

（ 門内町 ）H27.5.1
生 1 歳

山
やまだ
田　柚

ゆずき
希ちゃん（ 門内町 ）H25.5.18 生 3 歳

田
たのうえ
上　義

よしなお
直ちゃん（ 入地町 ）H26.5.2 生 2 歳

黒
くろだ
田　秀

ひでとし

俊ちゃん

（ 笹原町 ）H27.5.4
生 1 歳

黒
くろだ
田　秀

しゅうか
香ちゃん（ 笹原町 ）H25.6.18 生 3 歳

小
こ ま つ の
松野　皐

こうよう
陽ちゃん（ 新開町 ）H27.5.16 生 1 歳

園
そのむら

村　晴
はる

ちゃん

（走潟町）H25.6.29 生 3 歳

広
報
う
と
は
環
境
保
護
印
刷

「
水
な
し
印
刷
」で
印
刷
し
て
い
ま
す
。

再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

今月の
料理担当

田
たしろ
代　賢

けんしん
信ちゃん

（走潟町）H26.6.18 生 2 歳

田
たしろ
代　直

なおと
都ちゃん

（ 走潟町 ）H26.6.18 生 2 歳


